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ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
遍
論

横

山

折
筒

夫

　
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
は
、
『
イ
サ
ゴ
…
ゲ
』
の
始
で
、
類
や
種
は
實
在
す
る
か
、
或
は
、
翠
に
思
考
の
う
ち
に
の
み
存
す
る
か
、
實
在
す

る
と
す
る
と
、
物
艦
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
非
物
論
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
非
物
膿
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
可
感
的
な
も
の
か
ら

分
離
し
て
存
在
し
て
い
る
か
、
或
は
、
可
感
的
な
も
の
の
う
ち
に
存
在
す
る
か
、
と
い
う
三
つ
の
悶
題
を
提
起
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
入

門
書
の
取
扱
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
、
解
答
を
保
留
し
て
い
る
。
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
』
が
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
手
に
よ
っ
て
翻
課
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
問
題
が
初
期
ス
コ
ラ
の
辮
謹
論
老
達
に
知
ら
れ
る
や
、
彼
等
は
「
宛
も
心
血
法
の
全
核
心
が
か
か
っ
て
そ
こ
に
存
す
る
か
の
如

　
ま
　

く
に
」
全
力
を
集
注
し
て
そ
の
解
決
を
試
み
た
。
彼
等
の
下
に
お
い
て
は
、
「
類
や
種
は
實
在
す
る
か
」
と
い
う
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
問

題
は
、
「
類
や
種
の
如
き
普
遍
は
、
村
霧
か
く
○
区
か
」
と
い
う
形
に
置
換
え
ら
れ
、
普
遍
は
器
。
。
で
あ
る
と
す
る
潜
在
論
と
、
〈
o
嫉
で
あ

る
と
主
張
す
る
唯
名
論
を
生
み
、
爾
者
の
若
立
は
、
十
一
世
紀
末
、
　
コ
ン
ピ
エ
！
ニ
ュ
の
ロ
ス
ラ
ン
（
男
。
ω
o
o
間
ぎ
蕊
O
o
ヨ
℃
o
鎌
。
諺
旦

閃
。
ω
o
o
賦
再
出
o
O
o
ヨ
℃
譲
α
q
ご
。
）
に
よ
っ
て
唯
名
論
が
、
シ
ャ
ン
ポ
ー
の
ギ
ヨ
…
ム
（
○
忌
剛
㌶
¢
ヨ
。
儀
o
O
プ
箆
濤
℃
0
9
瓢
×
v
Q
鎧
鼠
鉱
簿
器

O
o
導
唱
包
尉
耳
掛
）
に
よ
っ
て
玄
翁
論
が
明
確
に
主
張
さ
れ
る
に
及
び
、
最
も
尖
鋭
な
形
を
と
っ
て
現
出
し
た
。
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
彼
等
の

下
で
、
直
接
彼
等
の
普
遍
論
を
學
び
、
寛
恕
に
封
ず
る
繊
鋼
を
通
し
て
、
凋
自
の
普
遍
論
を
樹
立
す
る
に
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ヒ
ぷ

　
ア
ベ
ラ
…
ル
の
普
遍
論
は
、
彼
の
二
つ
の
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
註
繹
』
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
そ
こ
に
於
て
、
先
ず
級
友
の

様
々
の
普
遍
論
一
病
と
し
て
ギ
ヨ
ー
ム
の
賢
在
論
と
ロ
ス
ラ
ン
の
唯
名
論
一
を
批
判
し
、
次
に
、
自
己
の
普
遍
論
を
開
陳
し
、
最
後

に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
問
題
に
一
つ
の
答
を
輿
え
て
い
る
。
こ
の
論
述
形
式
は
、
彼
の
普
遍
論
が
以
上
の
よ
う
な
状
況
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の
下
で
生
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
全
膿
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
遍
論
は
、
ロ
ス
ラ
ン
や
ギ
ヨ
…
ム
の
普
遍
論
と
は
、
廣
さ
に
お
い
て
も
、
深
さ
に
お
い

て
も
、
又
、
そ
の
整
合
性
に
お
い
て
も
遙
か
に
比
較
を
絶
し
、
諸
問
題
の
鏡
い
洞
察
と
徹
底
的
な
究
明
、
後
の
ス
コ
ラ
に
深
甚
な
影
響
を

與
え
た
数
々
の
優
れ
た
見
解
を
備
え
、
唯
名
論
、
屯
在
論
、
概
念
論
、
更
に
は
又
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ア
ニ
ズ
ム
と
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
綜
合

の
上
に
成
立
つ
極
め
て
濁
自
な
騰
系
を
形
成
し
て
い
る
と
書
え
よ
う
。

　
我
々
は
以
下
、
二
つ
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
註
繹
』
を
中
心
に
置
き
、
第
一
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
ギ
ヨ
ー
ム
及
び
ロ
ス
ラ
ン
に
封
ず
る

批
判
を
、
次
に
、
そ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る
彼
の
普
遍
論
を
記
蓮
し
、
最
後
に
、
そ
の
諸
要
素
を
ポ
ル
フ
．
、
リ
ウ
ス
及
び
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に

跡
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
　
＊
　
．
．
寝
曲
舞
陵
§
瓦
N
8
1
℃
需
愚
ぐ
驚
、
門
ミ
臥
贈
℃
さ
竣
撫
℃
無
需
せ
砥
ミ
嘆
魯
無
隷
映
霞
曽
亀
甲
ぞ
ミ
リ
発
N
袋
身
伽
ミ
ξ
へ
象
お
驚
㍗
ミ
縦
覧
訣
烹

　
　
　
　
苔
＄
還
ミ
嚇
黛
q
駄
質
疑
紋
～
象
へ
℃
轍
勲
q
駄
砂
海
N
黛
融
ミ
ミ
鴇
、
ミ
N
e
、
ミ
貼
専
～
で
零
認
靴
儀
慧
慧
認
融
ミ
隷
瓦
叫
題
喉
簸
首
魯
愚
鴨
3
論
黛
、
ミ
息
毫
緊
ミ

　
　
　
　
譲
需
ミ
篤
負
ミ
鼠
還
り
亀
§
の
嚇
凶
の
8
ヘ
ミ
選
の
罰
、
窺
N
な
象
叫
臥
黛
り
訣
ミ
艶
さ
の
需
澱
s
o
の
瀞
。
烹
ミ
の
嬬
跨
痔
甫
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℃
o
も
甥
嵩
出
翻
9
σ
々
。
σ
q
o
簿
賞
〉
謡
m
ρ
○
纂
。
σ
q
o
臥
器
O
o
讐
己
0
9
鵠
霧
。
。
ρ
マ
一
）

寧
＊

＊
＊
＊

〉
ぴ
簿
。
㌶
巳
9
国
豆
。
。
榊
●
一
．
器
仁
疑
幹
。
ユ
ρ
O
巴
9
ヨ
恥
＄
8
ヨ
い
○
節
や
同
囲
り
℃
い
・
一
お
じ
d
O
“

ヒ
d
o
帥
霞
餌
α
q
ρ
翻
鋤
5
畠
×
×
剛
〕
ゆ
自
門
碧
畠
O
o
鴫
。
二
憎
。
欝
弓
》
げ
器
冨
円
創
器
勺
ぴ
臨
霧
。
営
誉
。
げ
o
G
っ
6
ず
ユ
⇒
o
罰
啓
。
σ
q
8
2
．
囹
⇔
σ
q
お
象
。
暮
凱
陣
、
象
o
O
剛
。
。
。
ω
o
昌

N
詳
勺
。
壱
ξ
ユ
霧
旧
ぴ
◎
σ
q
…
6
p
．
窯
。
。
。
霞
。
把
ヨ
で
。
【
三
〇
鉱
。
・
0
6
δ
歪
ヨ
、
息
。
Q
o
。
。
・
。
。
⇔
鎧
℃
o
昏
護
一
9
．
何
れ
も
ガ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
初
め
て
刊
行
さ

れ
た
も
の
で
、
ド
。
σ
Q
…
o
拶
．
ぎ
σ
q
濫
蝕
〇
三
管
霧
”
ぴ
。
σ
q
8
帥
、
2
霧
窪
。
議
鳶
で
。
簿
δ
甑
ω
o
o
ご
箋
導
、
は
、
ガ
イ
ヤ
…
が
そ
れ
ぞ
れ
の
胃
頭
の
夢
判
か
ら

と
っ
た
名
稻
で
あ
る
。
前
者
に
は
こ
の
他
に
、
繕
o
O
δ
湊
窪
N
¢
傷
。
謬
自
画
。
σ
Q
o
鼠
。
詳
無
o
Q
嗣
。
・
。
。
。
⇔
謬
N
無
二
、
隔
離
至
唱
冨
、
窺
の
”
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
便
宜
上
、
前
者
を
、
第
一
の
ポ
リ
フ
ィ
リ
ウ
ス
註
繹
、
後
者
を
、
第
二
の
ポ
ル
フ
ィ
リ
ゥ
ス
註
繹
と
呼
ぶ
。
下
墨
の
著
作
年
代
は
、

ガ
イ
ヤ
ー
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
第
二
の
ポ
ル
フ
ィ
リ
ゥ
ス
註
羅
は
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
既
に
紳
學
の
研
究
を
始
め
た
頃
の
も

の
で
、
U
o
d
コ
ぱ
碧
0
9
目
臨
駄
欝
8
0
署
ぎ
9
よ
り
も
後
に
、
從
っ
て
一
一
二
〇
年
歳
、
目
び
o
o
δ
α
q
す
。
導
轟
き
鶉
と
前
後
し
て
書
か
れ
た
。
こ

れ
に
丸
し
て
、
第
　
の
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
註
輝
は
、
ず
っ
と
初
期
の
も
の
で
、
三
者
の
間
に
、
も
う
二
つ
溺
の
註
繹
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
h
O
や
6
罫
d
三
〇
諺
二
島
影
雛
σ
q
o
謬
り
も
ゆ
．
。
。
．
8
刈
ふ
8
）

ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
遍
論

六
九
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ギ
ヨ
ー
ム
の
實
在
論
に
封
ず
る
批
判
に
よ
っ
て
、
普
遍
は
事
物
で
は
な
く
く
。
擁
で
あ
る
こ
と
が
結
論
さ
れ
、
ロ
ス
ラ
ン
の
唯
名
論
に

樹
す
る
批
判
か
ら
、
普
遍
は
軍
な
る
音
聲
で
は
な
く
、
事
物
を
表
示
す
る
働
を
持
つ
た
書
葉
（
〈
o
区
。
。
お
三
暁
ぎ
鉾
ぞ
ρ
）
で
あ
る
こ
と
が
萌

ら
か
に
さ
れ
る
。
彼
の
普
遍
論
の
根
本
命
題
は
こ
こ
に
確
立
さ
れ
る
。
先
ず
、
ア
ベ
ラ
！
ル
の
理
解
す
る
ギ
ヨ
…
ム
の
普
遍
論
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
か
を
見
、
次
に
、
そ
れ
に
封
し
て
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
に
批
刺
す
る
か
を
考
察
し
よ
う
。

　
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
理
解
す
る
ギ
ヨ
ー
ム
の
普
遍
論
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
ア
ベ
ラ
！
ル
が
彼
の
一
友
人
に
潔
し
て
、
自
己
の

身
に
ふ
り
か
か
っ
た
様
々
の
不
幸
を
物
語
る
『
第
一
書
簡
』
の
な
か
で
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
こ
こ
で
、
ギ
ヨ
ー
ム
と
激
し
く
論
争
し
、

こ
の
上
も
な
い
明
白
な
論
謹
に
よ
っ
て
、
ギ
ヨ
ー
ム
が
以
薦
か
ら
抱
い
て
い
た
普
遍
論
を
打
破
り
、
そ
れ
を
攣
更
す
る
こ
と
を
鯨
儀
な
く

せ
し
め
た
と
述
べ
て
か
ら
、
「
普
遍
の
共
通
性
に
瀾
す
る
ギ
ヨ
ー
ム
の
考
は
、
本
質
的
に
同
一
の
事
物
が
、
全
艦
と
し
て
同
時
に
番
数
の

擬
騰
に
内
在
す
る
、
と
な
す
に
あ
っ
た
。
郎
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
鯉
々
の
懸
謄
の
間
に
本
質
上
の
差
異
は
な
く
、
只
、
数
多
の
附
帯
有
に

よ
る
多
様
さ
が
あ
る
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
や
彼
は
、
そ
の
説
を
訂
正
し
て
、
本
質
的
に
同
一
の
事
物
で
は
な
く
、
無
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

別
的
に
同
じ
事
物
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
書
き
し
る
し
て
い
る
。
即
ち
、
ア
ペ
ラ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
ギ
ヨ
ー
ム
は
、
個
々
の
個
髄
に

全
膿
と
し
て
岡
時
に
内
在
す
る
、
本
質
的
に
同
一
の
事
物
が
普
遍
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
が
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
攻
撃
に
あ
っ
て
、
無
差

別
説
を
と
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
＊
　
、
、
旨
旨
箕
簿
三
〇
ヨ
ぎ
。
踏
の
§
言
轟
轟
9
（
ぼ
8
§
ヨ
＝
二
塁
ε
5
回
写
。
話
巴
良
き
矯
葺
o
p
二
巴
。
ヨ
。
。
。
器
5
凱
跳
謬
霧
器
ヨ
ε
㌶
讐
。
。
団
員
鼠
ω
ぎ
σ
q
三
δ
q
。
島
。
。
冒
塁
ω
o

　
　
　
含
。
9
・
育
二
〇
『
象
ぎ
（
罵
三
鳥
¢
一
ω
…
ぬ
¢
o
霊
唐
ρ
鼠
良
。
ヨ
⇒
三
二
。
。
・
。
・
o
け
ぎ
霧
。
。
o
葺
β
臨
く
。
吋
ω
坤
欝
♂
鴇
岱
。
・
o
訂
ヨ
三
集
ζ
山
…
國
6
碧
。
践
〇
三
ご
讐
〈
9
識
象
鋤
。
。
．
ω
剛
。

　
　
　
節
纂
。
ヨ
管
財
ヨ
。
・
二
⇔
ヨ
8
罎
。
×
智
。
・
o
纂
曾
餓
9
ヨ
三
α
o
ぎ
6
0
鷲
零
乙
津
讐
号
ヨ
づ
。
昌
。
。
。
。
。
§
銑
熱
｛
◎
5
黒
鼠
ぎ
（
囲
一
凝
q
8
8
村
島
6
黛
。
樽
・
．
、
（
醐
℃
裳
．
同
り

　
　
　
器
⊆
繊
。
。
δ
鼠
”
6
p
言
ヨ
搾
蝕
ニ
ヨ
”
O
書
・
μ
γ
℃
登
＝
④
〉
綴
）



　
　
　
こ
こ
で
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
從
來
か
ら
の
読
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
普
遍
論
は
、
第
一
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
註
羅
』
で
は
、
大
要
、
次
の

　
　
如
く
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
印
ち
、
出
る
人
々
は
、
事
物
が
普
遍
で
あ
る
と
考
え
た
。
彼
等
は
、
形
相
（
8
弓
営
帥
）
に
よ
っ
て
相
互
に
異

　
　
る
云
々
の
事
物
の
う
ち
に
、
本
質
的
に
面
一
の
實
騰
（
Q
p
μ
H
ぴ
。
◎
酔
鋤
疑
酔
M
9
）
が
あ
る
と
し
、
こ
の
實
膿
は
、
そ
れ
自
警
に
お
い
て
は
一
で
あ
る

　
　
が
、
個
々
の
も
の
に
固
有
な
様
々
の
形
相
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
實
騰
が
普
遍
で
あ
る
と
言
う
。
人
間

　
　
を
例
に
と
っ
て
言
え
ば
、
数
的
に
異
る
個
々
の
人
間
の
う
ち
に
、
岡
一
の
人
闘
の
誓
言
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
附
帯
膚
（
9
0
0
閂
傷
O
欝
Q
α
）
に

　
　
よ
っ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
な
り
、
か
の
附
帯
有
に
よ
っ
て
プ
ラ
ト
ー
と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
人
閥
の
實
燈
が
入
間
と
い
う
普
遍

　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
故
、
彼
等
に
よ
れ
ば
、
普
遍
と
は
、
無
雑
の
形
梢
を
あ
て
が
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
縛
に
人
間
の
像
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
時
に
牛
の
顔
と
な
る
が
、
そ
れ
自
腱
に
お
い
て
は
同
一
の
本
質
を
維
持
す
る
蝋
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
＊
　
．
．
ρ
三
山
騨
ヨ
。
翫
導
搾
餌
苫
ヨ
⊆
鉱
く
。
話
巴
0
8
碧
∩
ぢ
…
⊆
恥
い
三
島
帰
嵩
ぴ
諺
旨
く
。
円
駈
。
置
ρ
び
団
コ
三
6
命
日
℃
o
門
8
『
讐
舘
o
p
昌
昌
。
ヨ
。
コ
。
。
。
2
尉
江
浄
財
。
『
。
。
¢
び
。
。
学

　
　
　
　
　
碧
識
自
営
8
ぎ
。
§
計
ぬ
⊆
黛
。
o
。
。
ぎ
σ
q
巳
母
…
⊆
ヨ
曽
ぎ
ね
三
ぴ
器
。
乙
。
計
諺
讐
2
芭
房
。
。
凶
菖
2
。
。
o
昌
甑
9
象
ぎ
・
・
o
首
銘
¢
二
9
㌦
§
轡
＝
ヨ
℃
霞
ぎ
触
ヨ
霧
ぎ
｛
o
臨
◎
把
ぎ

　
　
　
　
　
切
剛
け
幽
く
。
「
。
。
費
…
…
＜
o
肘
び
一
σ
q
舜
二
鋤
ぎ
印
。
ぎ
σ
q
三
里
『
o
琶
圃
紘
ぴ
話
昌
g
讐
自
。
臼
濤
話
誤
配
¢
。
・
窪
牙
ヨ
窃
紳
ぴ
。
ヨ
ぎ
誘
。
。
¢
量
切
帥
三
開
2
訟
角
器
窯
6
鷺
碧
。

　
　
　
　
　
℃
衆
剛
舜
o
o
9
〔
o
箆
2
回
国
降
門
㌦
慧
ω
0
6
舜
言
ω
℃
窪
臨
空
．
．
（
轡
。
σ
q
剛
8
．
H
雛
α
q
器
隻
2
鳳
び
二
。
。
．
“
○
δ
。
。
。
。
o
嵩
N
郎
団
。
萎
び
ざ
マ
一
〇
）

　
　
　
　
＊
＊
　
．
．
＜
o
言
無
。
・
一
〇
×
ぴ
碧
o
o
話
ヨ
。
伍
。
ω
図
無
鴛
9
ヨ
7
0
ぎ
画
鼠
。
・
い
ヨ
。
餌
。
げ
。
く
目
塗
。
鉾
ヨ
多
く
。
話
舘
。
建
。
営
℃
8
踏
切
霧
・
・
o
疑
冨
。
臼
導
。
昌
臨
♂
吋
ヨ
舘

　
　
　
　
　
簿
℃
欝
鵠
岱
。
、
、
（
困
げ
罷
．
）

　
　
　
こ
の
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
奮
論
に
辛
し
て
、
ア
ペ
ラ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
普
遍
と
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

　
　
「
太
・
性
的
に
多
く
の
も
の
に
述
語
づ
け
ら
れ
得
る
も
の
（
識
詑
詑
恥
へ
亀
§
識
§
驚
血
刀
還
N
竜
甑
q
貯
ひ
疎
煽
。
住
α
o
覧
鶏
旨
鄭
。
。
づ
舞
瓢
導
①
繋
9
℃
ε
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
℃
轟
。
象
＄
ε
し
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
多
く
の
も
の
の
う
ち
に
同
時
に
あ
る
も
の
」
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
多
く
の
も
の
に
蓮
語

　
　
づ
け
ら
れ
る
」
「
多
く
の
も
の
の
う
ち
に
問
時
に
あ
る
」
の
意
味
を
、
更
に
嚴
密
に
規
定
し
て
言
え
ば
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
が
主
張
す
る
如

　
　
く
、
そ
の
諸
部
分
が
様
々
の
も
の
に
適
合
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
の
も
の
に
述
語
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
膿
と
し
て
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

　
　
時
に
個
々
の
も
の
に
内
在
す
る
も
の
、
と
言
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
、
ギ
ヨ
ー
ム
は
、
事
物
が
、
即
ち
、
数
的
に
一
な
る
個
膿

鰯　
　
　
　
　
　
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
遍
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
一

甦
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號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

的
實
艦
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
多
く
の
も
の
に
岡
時
に
全
膿
と
し
て
内
在
し
、
そ
れ
ら
に
本
性
的
に
蓮
語
づ
け
ら
れ
る
、
と
主
張

す
る
。
そ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
多
く
の
不
合
理
な
こ
と
が
結
果
す
る
。

　
第
一
に
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
か
く
か
く
の
形
梱
を
受
け
て
い
る
こ
の
事
物
は
、
そ
れ
と
は
異
っ
た
形
網
を
受
け
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

の
事
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
、
理
性
的
動
物
は
、
非
理
性
的
動
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
る
と
、
同
一
の
事
物
（
動
物
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ
ぷ

う
實
膿
）
の
う
ち
に
、
四
時
に
、
反
封
の
も
の
が
存
鎖
す
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
こ
の
読
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
事
物
の
本
質
（
o
。
・
の
。
艮
鑓
）

は
十
の
最
高
の
類
、
即
ち
、
十
の
範
疇
に
つ
き
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
け
だ
し
、
個
々
の
範
疇
（
℃
雷
。
象
舞
導
。
づ
冥
ヨ
）
に
は
、
只
一
つ
の

本
質
し
か
な
く
、
そ
れ
は
、
翫
に
雷
わ
れ
た
如
く
、
そ
れ
に
附
帯
し
て
い
る
様
々
の
形
相
に
よ
っ
て
多
様
化
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ

れ
故
、
全
て
の
賢
宰
が
本
質
的
に
は
全
く
同
一
で
あ
る
如
く
、
全
て
の
量
（
心
舞
⇔
蜂
霧
）
、
全
て
の
質
（
疎
仁
9
簿
霧
）
は
本
質
的
に
全
く

同
一
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ー
の
間
に
は
、
何
の
相
違
も
な
い
。
け
だ
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ー
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有
な
様
々
の
形
相
を
有
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
十
の
範
蔭
の
ど
れ
か
に
離
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
圃
じ
範
疇
に
属
す
る
も

の
は
全
て
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
質
は
プ
ラ
ト
ー
の
質
で
あ
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
量
は
プ
ラ
ト
…
の
量
で
あ
る
。
ソ
ク

ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ー
の
う
ち
に
あ
る
他
の
い
か
な
る
も
の
に
つ
い
て
も
岡
様
で
あ
る
。
從
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ー
を
椙
逡
せ
し

め
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
、
爾
者
は
全
く
同
一
で
あ
る
。

　
事
物
或
は
個
膿
的
實
艦
が
多
く
の
も
の
の
う
ち
に
同
時
に
内
在
し
、
そ
れ
ら
に
本
挫
的
に
蓮
語
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
ギ
ヨ
ー
ム
の
普
遍

論
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
不
合
理
な
こ
と
が
結
果
す
る
。
そ
れ
故
、
事
物
は
、
多
く
の
も
の
に
購
時
に
内
在
し
、
そ
れ
ら
に
本
性
的

に
述
語
づ
け
ら
れ
得
な
い
、
從
っ
て
、
普
遍
で
は
な
い
。

　
要
す
る
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
命
題
論
』
の
な
か
で
蓮
べ
て
い
る
普
遍
の
定
義
を
套
て
の
普
遍
論
の
共
通
的
地

盤
と
し
て
根
底
に
置
き
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
普
遍
論
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
定
義
に
適
合
し
な
い
と
非
難
し
て
、
排
斥
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
＊
　
、
．
〉
静
8
8
圃
β
σ
o
H
箕
費
τ
嵩
3
畝
9
回
ρ
○
署
．
y
嵩
9
も
。
り
よ
貸
切
。
簿
露
話
“
ぎ
訟
訂
．
〉
募
戸
℃
o
嵩
譲
窪
ヨ
己
a
・
○
。
護
。
討
σ
弓
6
僧
N
℃
．
一
も
。
曾
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＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

．
・
を
。
酵
言
霞
℃
畏
奮
二
番
く
。
募
誉
田
塾
§
汀
§
・
。
量
β
汐
8
・
・
。
穿
簿
ぬ
ご
a
欝
σ
q
爵
。
。
ご
ω
麗
．
奮
ω
薫
営
間
違
。
昌
貯
”

議
日
鵠
巴
8
冤
冥
護
同
重
§
§
ぎ
屋
房
ρ
ぎ
匹
ε
ε
ヨ
一
講
珍
σ
q
＆
ψ
翁
8
切
8
量
。
。
湊
。
紆
ぴ
g
9
β
9
ぎ
剛
§
騨
び
籠
◎
8
き
暮
量
陣

象
く
剛
儀
ぎ
暁
盤
＆
℃
9
．
騒
『
蕊
8
璽
昌
§
。
。
鈴
、
、
（
○
℃
．
6
蕊
℃
・
＝
）

．
．
G
。
ぎ
喜
疑
臨
。
ヨ
婁
。
ヨ
帥
一
…
§
，
》
ま
g
畠
ぎ
鑑
。
・
幹
鼠
ω
。
6
6
⊆
鵠
ε
β
8
駿
・
・
蒙
凶
・
同
・
・
ぎ
σ
q
三
賞
◎
℃
。
藷
二
蚕
・
ざ
虐
器
募
貯
鼠
朝
9
穿
。
鏡

。
も
・
計
芭
簿
諺
窪
。
虐
再
訂
凱
。
。
2
曝
5
葺
き
露
口
重
B
p
ε
資
藁
凶
§
跳
§
。
婁
。
き
ぎ
跳
皆
§
帥
ε
旨
貯
巴
。
昌
9
｝
ぎ
8
。
＝
臼
導
ご
巴

§
号
轟
ぽ
6
・
…
。
§
ぎ
9
＝
吋
聾
㎞
§
欝
閂
。
2
野
ぎ
8
日
舞
6
§
器
9
。
・
ぎ
巳
8
琶
ω
§
p
、
、
（
○
ワ
臼
も
．
＝
）

．
．
℃
舜
。
δ
．
＄
。
・
。
。
§
9
ヨ
℃
。
象
§
。
簿
塗
装
鼠
慧
。
。
・
。
三
§
〔
ぎ
畠
g
。
ヨ
酔
§
ε
ヨ
。
ヨ
菖
＝
B
藁
娼
ヨ
㏄
§
肝
。
馨
邑
程
“
傷
。
。
。
ヨ
ω
亀
鳶
け

α二

O
。
巨
曽
冒
2
穆
冨
ぎ
も
・
同
茜
島
・
・
覧
p
鍵
＄
募
装
置
¢
養
㌶
三
¢
翼
翼
。
瞬
三
碧
。
”
鼠
ε
さ
駐
器
℃
窪
♂
§
舘
【
9
三
。
彗
ま
巳
2
，
⊆
β
三

三
。
讐
ヨ
。
ω
謡
曲
く
霧
藻
8
一
ξ
碧
q
・
ぎ
。
。
貯
塗
貯
き
訂
ぴ
。
羨
く
豊
。
翼
。
ヨ
’
餓
6
三
。
弓
σ
q
。
。
ヨ
g
。
・
。
・
各
。
・
一
§
欝
。
窪
。
ヨ
ω
§
酔
℃
2
ぎ
3
切
ざ

　
　
　
　
　
　
。
話
郎
霧
ρ
§
目
無
2
魯
ぬ
§
審
ミ
霧
。
登
9
ヨ
蔭
舞
ω
。
。
舅
霧
。
一
説
纂
。
・
，
。
ω
・
・
ぎ
σ
q
乱
。
妻
ヨ
℃
鎚
塾
。
⇔
ヨ
2
§
¢
欝
5
。
・
。
｝
蜀
げ
＄
厳
植

　
　
　
　
　
　
嘗
長
く
。
δ
鷺
鵠
ぎ
ω
＄
鼠
。
ヨ
珍
礎
§
罵
ω
8
毒
器
§
寡
・
・
毒
け
接
。
膏
9
ゆ
奏
。
鶉
。
ぎ
ω
。
攣
。
霧
・
・
§
二
鋤
。
・
。
・
・
。
三
ぎ
騎
圏
6
纂
琴
。

　
　
　
　
　
　
ω
魯
。
・
鐙
a
器
訟
三
9
。
・
ρ
駐
日
器
巴
。
三
り
呉
ぬ
§
攣
塁
§
博
二
。
・
陰
虐
跳
欝
ω
簿
2
．
陣
5
2
鳶
三
聖
£
g
し
。
謬
ゑ
§
節
塁
”
．
（
○
ワ
9
も
二
四
）

　　

ｻ
れ
で
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
が
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
か
か
る
攻
撃
に
あ
っ
て
新
た
に
作
り
上
げ
た
新
説
、
師
ち
、
無
差
悪
説
と
は
、
い
か
な
る

も
の
で
あ
る
か
。
第
一
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
註
繹
』
は
、
他
の
人
々
の
考
と
し
て
、
こ
れ
を
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　　

ｦ
ち
、
他
の
人
々
は
、
個
々
の
事
物
は
、
輩
に
形
禧
に
よ
っ
て
裕
毒
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
に
お
い
て
個
々
黒
々
で
あ

る
、
だ
が
こ
の
よ
う
に
し
て
相
互
に
登
別
さ
れ
て
い
る
欄
々
の
も
の
は
、
無
差
甥
的
に
（
一
二
島
岡
野
芝
O
φ
酔
O
『
）
同
じ
も
の
で
あ
る
、
と
書
い
、

そ
こ
か
ら
、
個
別
が
同
時
に
普
遍
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
個
々
の
も
の
が
無
差
別
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
認
に
お

い
て
は
全
く
他
と
擁
別
さ
れ
た
個
々
の
も
の
が
、
何
ら
か
の
黙
で
一
致
し
て
い
る
、
印
ち
、
或
る
黙
で
は
差
響
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ー
は
、
人
受
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
、
師
ち
、
入
聞
性
に
お
い
て
相
遽
し
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ー
の
如
き
個
別
が
同
時
に
普
遍
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
は
、
「
述
語
づ
け
ら
れ

る
」
を
コ
致
す
る
」
と
い
う
意
味
に
解
し
て
で
あ
る
。
彼
等
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
多
く
の
人
間
に
つ
い
て
述
語
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
多
く
の
人
間
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
、
或
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
多
く
の
人
間
と
岡
じ
で
あ
る
、
郎
ち
、
一
致
す
る
ど
い
う
こ
と
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
善
湿
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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七
四

　
　
　
　
ぷ
ぶ

と
主
張
す
る
。
「
述
語
づ
け
ら
れ
る
」
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
と
す
る
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
間
性
に
お
い
て
多
く
の
人
間
と
一
致

す
る
か
ら
、
人
問
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
多
く
の
人
間
に
述
語
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
＊
　
．
．
冠
。
導
づ
窪
2
ω
o
茸
自
評
2
ρ
旺
号
讐
“
。
。
a
ぎ
島
藁
屋
疑
。
『
〇
四
望
器
画
。
。
q
o
3
。
。
¢
臨
い
岩
℃
巴
§
♂
＜
o
ぎ
島
。
・
ぎ
σ
q
巳
。
。
。
剛
δ
ヨ
ぎ
。
。
・
ぎ
。
。
o
首
ω
認

　
　
　
臼
・
。
o
δ
8
ω
こ
。
ヨ
2
ω
o
ぎ
げ
。
ヨ
ぎ
。
黛
ε
気
㌦
餌
。
鴇
コ
。
欝
α
幽
目
塗
。
ぎ
舞
舞
霞
9
7
ζ
ヨ
鋤
該
［
障
…
9
．
．
（
○
℃
’
6
『
ワ
竃
）

　
　
柔
　
．
．
2
ヨ
虫
8
纂
器
ヨ
剛
剛
冨
ヨ
像
診
。
o
ω
o
霞
㌶
o
切
話
♂
雪
融
象
6
錠
。
鳥
。
℃
貯
『
凶
げ
話
“
識
σ
q
ξ
簿
鉱
く
。
碧
甑
℃
ご
静
碧
。
。
一
象
8
出
営
”
℃
ご
鎚
2
ヨ
8

　
　
　
嬢
。
ヨ
2
・
。
ρ
置
。
鴇
8
昌
く
。
謬
剛
器
い
く
。
＝
窟
二
導
窪
彗
覧
ξ
管
二
。
・
．
、
、
（
同
び
凱
・
）

　
こ
の
無
差
甥
設
に
封
し
て
も
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
矛
盾
を
，
つ
く
と
い
う
仕
方
で
、
種
々
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
彼

が
こ
の
設
に
封
し
て
と
る
態
度
を
最
も
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
郎
ち
、
「
彼
等
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ー
は
人
間
と
い
う
事
物
に
お
い
て
一
致
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
人
問
と
い
う
事

物
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
か
、
或
は
、
そ
の
他
の
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
自
己
自
身
に
お
い
て
プ
ラ
ト
1
と
一
致

す
る
か
、
或
は
、
他
の
も
の
に
お
い
て
一
致
す
る
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
自
己
自
身
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ト
ー
と
一

致
す
る
よ
り
は
丸
丸
す
る
。
又
、
他
の
も
の
に
お
い
て
、
プ
ラ
ト
ー
と
一
致
す
る
筈
は
な
い
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
身
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
は
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
も
の
で
は
な
い
か
ら
。
」

　
要
す
る
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
ギ
ヨ
…
ム
の
薪
設
と
薔
読
と
の
問
に
根
本
的
な
相
違
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も

個
々
の
入
間
が
人
間
、
或
は
、
人
間
性
に
お
い
て
一
致
す
る
と
い
う
の
を
、
個
々
の
人
間
が
人
間
、
或
は
、
人
間
性
と
い
う
事
物
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
も

て
一
致
す
る
と
い
う
意
味
に
解
し
、
事
物
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
か
プ
ラ
ト
ー
の
如
き
億
謄
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
事

物
は
な
い
、
そ
れ
故
、
焔
々
の
も
の
が
そ
れ
に
お
い
て
一
致
す
る
よ
う
な
事
物
は
な
い
、
從
っ
て
、
偲
々
の
人
間
が
、
人
間
、
或
は
、
人

間
盤
に
お
い
て
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
＊
　
．
．
Q
◎
同
曾
M
欝
O
o
o
霧
簗
。
。
・
即
自
4
ロ
鋤
0
7
0
ヨ
o
o
臼
・
蝕
2
∋
髭
帥
8
昌
0
8
跡
く
曾
醇
計
昌
終
回
巽
一
8
ヨ
滞
。
。
7
0
ヨ
。
蜂
二
二
＝
陽
器
ω
o
臼
巴
。
。
。
く
色
巴
ご
♂

　
　
　
o
℃
〇
二
二
甘
寄
ヨ
窪
ヨ
罷
曳
。
コ
。
く
。
＝
コ
。
。
o
駒
驚
。
∩
o
誰
イ
§
マ
。
く
。
団
団
誠
裟
ρ
一
コ
。
・
o
p
望
6
∋
℃
o
白
露
象
く
。
諺
霧
。
累
潜
ぴ
o
o
…
畠
o
p
ぎ
（
で
o
ρ
¢
o



㌔

　
　
　
8
霧
欝
計
ρ
島
9
零
6
…
甥
o
o
珠
鋤
閏
器
．
．
．
（
○
で
●
6
圃
艸
．
℃
●
一
①
）

　
　
＊
＊
　
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
尚
こ
の
他
に
、
o
薯
ぢ
。
。
ぎ
ヨ
ぎ
塁
ω
§
三
8
一
圏
。
。
銘
が
剛
δ
旨
。
と
い
う
巷
。
。
…
o
。
。
で
あ
る
と
す
る
集
合
説
を
紹
介
し
、
こ
れ

　
　
　
に
封
し
て
批
判
し
て
い
る
（
○
℃
み
剛
ρ
署
二
三
δ
）
。
こ
の
説
を
主
張
す
る
の
は
、
ソ
…
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
ソ
ワ
ソ
ン
の
ゴ
ス

　
　
　
　
レ
ヌ
ス
（
Q
窪
隆
髪
。
・
矯
O
g
6
ぎ
。
門
○
。
o
団
。
。
ω
薯
）
で
あ
っ
た
。
（
9
甘
ぎ
亀
。
。
。
謀
ぴ
ξ
ざ
ヨ
。
巨
。
σ
q
・
い
・
鐸
○
二
S
℃
野
お
り
い
。
。
誘
〉
）

　
さ
て
、
以
上
の
如
き
ギ
ヨ
ー
ム
撹
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
は
、
普
遍
は
事
物
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
、
個
々
の
も
の
が
そ

れ
に
お
い
て
一
致
す
る
よ
う
な
事
物
は
ど
こ
に
も
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
の
二
つ
で
あ
る
。
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
そ
こ
か
ら
、
普
遍
は
く
。
麟

で
あ
る
と
す
る
以
外
に
道
は
な
い
、
く
。
×
に
の
み
普
遍
性
が
あ
り
得
る
（
器
。
。
け
醇
髪
げ
鼠
霧
ヨ
。
象
仁
づ
岡
く
。
話
島
＄
8
ヨ
。
。
o
房
く
。
。
陣
げ
蕊

鋤
窪
8
甑
ぴ
9
き
⊆
ω
）
と
断
言
す
る
。
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次
に
、
我
々
は
、
ロ
ス
ラ
ン
の
普
遍
論
に
封
ず
る
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
批
判
を
吟
味
し
よ
う
。
ロ
ス
ラ
ン
批
判
を
通
し
て
、
普
遍
は
、
軍
な

る
物
理
的
な
音
聾
の
意
味
で
の
く
。
呂
で
は
な
く
、
諸
事
物
を
表
示
す
る
く
◎
x
、
郎
ち
、
〈
○
拷
既
σ
q
巳
h
8
無
一
く
拶
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。

　
先
ず
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
理
解
す
る
ロ
ス
ラ
ン
の
普
遍
論
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
ア
ペ
ラ
ー
ル
が
『
辮
輪
郭
（
三
二
o
o
酔
一
〇
帥
）
』

の
な
か
で
、
ロ
ス
ラ
ン
は
、
諸
部
分
か
ら
成
立
っ
て
い
る
よ
う
な
事
物
は
な
く
、
事
物
を
成
立
た
せ
て
い
る
部
分
と
い
う
の
は
、
丁
度
、

種
が
軍
な
る
く
。
×
に
過
ぎ
な
い
如
く
に
、
輩
な
る
く
。
×
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
不
合
理
な
見
解
を
抱
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら

　
　
　
　
　
　

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
種
が
翠
な
る
く
。
メ
に
過
ぎ
な
い
如
く
し
と
い
う
と
こ
ろ
を
と
れ
ば
、
ロ
ス
ラ
ン
が
、
種
と
か
類
の
如
き
普

遍
は
輩
な
る
く
○
図
に
過
ぎ
な
い
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ア
ン
セ
ル
ム
ス
も
、
又
、
『
三
位
一
膿
の
信
仰
』
の
な
か
で
、
普

遍
的
な
實
膿
は
音
聾
の
流
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
よ
う
な
我
々
の
時
代
の
辮
謹
論
者
達
は
、
聾
的
な
問
題
を
論
じ
る
費
絡
が
な
い
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　

う
こ
と
を
書
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ス
ラ
ン
の
普
遍
論
に
封
し
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
＊
　
帆
．
閃
⊆
搾
p
三
〇
ヨ
”
導
。
讐
ぎ
却
欝
鋤
ぴ
q
同
箕
誌
部
。
。
。
三
口
。
ω
6
亀
ぎ
一
8
ヨ
㎞
蕊
ρ
舞
9
。
。
o
鐵
8
気
㌶
戸
一
け
塁
壁
鋤
ヨ
謹
白
娼
p
艮
籏
器
6
0
諺
欝
吋
。
く
。
智
計
』
。
o
偏

　
　
　
　
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
遍
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
五
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哲
學
研
究
第
四
菖
五
＋
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
　
　
　
　
　
野
舞
ω
。
衝
く
。
。
ぎ
の
・
・
鷹
∩
同
2
碁
9
宴
”
．
§
即
〔
ぎ
善
各
葬
（
u
門
口
∩
象
β
9
℃
．
9
ご
び
2
。
創
凶
重
窪
号
㌍
○
瓢
≦
姦
霧
恥
濠
饗
・
・
匹
．
〉
ぴ
昏
乙

　
　
　
　
　
巳
’
O
。
琶
ジ
℃
嫡
禽
囲
）

　
　
　
套
．
、
μ
差
薮
タ
δ
き
。
・
三
断
§
唱
9
・
騨
鉱
霊
。
a
島
（
ぎ
露
。
儒
貯
圏
。
。
欝
。
ぎ
§
銘
9
盤
＝
9
。
コ
雛
二
言
讐
導
＜
。
塗
箕
捗
効
三
雲
。
⊆
易
く
塞
募
ω
讐
げ
－

　
　
　
　
　
　
。
・
§
ρ
ひ
寓
…
…
）
箕
。
噌
切
霧
”
・
・
螂
三
戸
§
ぎ
ヨ
の
§
窪
δ
髭
曇
霞
陰
帥
薮
。
琴
切
§
け
。
諺
亀
冨
三
一
．
、
．
（
〉
箆
①
言
5
u
。
康
畠
。
6
ヨ
H
冨
5
0
巷
●

　
　
　
　
　
　
同
H
．
℃
r
届
。
。
も
＄
〉
騨
’
）

　
第
二
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
絡
繹
』
は
、
か
か
る
ロ
ス
ラ
ン
の
見
解
に
反
引
し
、
普
遍
は
輩
な
る
三
熱
の
流
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う

こ
と
を
、
先
ず
、
く
。
×
と
。
・
9
．
ヨ
。
の
絹
逮
を
示
し
、
次
に
、
普
遍
は
く
。
×
で
は
な
く
、
器
弓
讐
。
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
。

　
先
ず
、
＜
o
×
と
。
・
露
，
ヨ
。
は
次
の
よ
う
に
相
違
す
る
。
師
ち
、
。
。
窪
き
。
或
は
β
o
同
書
と
は
、
人
々
の
慣
習
（
ぎ
巴
ε
自
。
）
か
ら
生
じ

た
も
の
で
あ
る
に
署
し
、
＜
o
×
或
は
議
。
・
は
自
然
の
所
産
で
あ
る
。
從
っ
て
、
老
者
は
、
本
質
に
お
い
て
は
全
く
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

墨
口
く
留
器
で
相
違
す
る
。
肖
者
の
無
封
は
、
こ
の
石
と
こ
の
石
像
の
瀾
係
で
あ
る
。
こ
の
石
（
賦
。
冨
楓
ω
）
と
こ
の
石
像
（
げ
器
。
同
ヨ
卑
σ
q
o
）

は
、
本
質
に
お
い
て
は
全
く
同
一
で
あ
る
が
、
前
者
が
自
然
の
所
産
で
あ
る
に
註
し
、
後
者
は
人
間
の
手
に
よ
っ
て
始
め
て
作
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
く
。
×
と
。
・
興
ヨ
。
は
相
違
す
る
が
、
普
遍
的
で
あ
る
の
は
ω
臼
旨
○
で
あ
っ
て
、
〈
o
図
で
は
な
い
。
け
だ
し
自
然

の
所
産
た
る
く
○
メ
は
成
る
事
物
で
あ
る
が
、
事
物
が
多
く
の
も
の
に
蓮
語
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
と
、
同
じ
事
物
が
多
く
の
も
の
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

に
同
時
に
見
畠
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
。
こ
の
こ
と
が
不
可
能
な
る
こ
と
は
、
先
の
ギ
ヨ
ー
ム
批
判
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
＊
、
．
θ
詮
§
景
斗
乙
象
コ
曽
凹
く
ぎ
も
・
。
・
。
善
。
髪
ヨ
珍
。
諺
。
慈
舞
欝
盤
§
ぎ
慈
曇
霞
恥
・
・
泰
呂
亀
畿
8
◎
・
・
匿
ρ
き
α
・
…
葺
§
。
霧
訂

　
　
　
　
　
§
ヨ
ρ
窪
ぎ
ヨ
ぎ
ヨ
ぎ
一
ぎ
蓼
琴
8
三
『
p
琴
●
＜
。
。
…
。
・
＜
。
δ
筆
。
艮
舜
牙
一
霧
ゆ
¢
義
塾
亀
。
夢
諏
§
雲
霧
ε
鎚
。
自
。
薮
p
巳
ヨ

　
　
　
　
　
箕
。
℃
曇
ヨ
毒
茸
。
岡
珍
。
＜
。
駐
。
・
。
訂
。
℃
§
ぎ
き
婁
・
§
8
寒
冒
；
ぎ
虐
。
建
白
一
白
く
。
長
窪
・
。
き
。
塾
象
・
。
三
章
。
鼓
℃
。
昌
ぎ
・

　
　
　
　
　
ぎ
。
。
・
窪
三
2
量
三
露
㏄
巳
．
、
（
ぴ
O
σ
q
村
拶
（
窯
O
q
。
9
，
0
一
．
ニ
ヨ
唱
O
瓢
臨
2
銘
q
肇
O
焦
◎
『
¢
讐
い
り
唱
。
U
悼
博
）

　
　
＊
＊
・
・
〈
。
。
9
く
。
δ
。
・
ぎ
零
切
妻
夢
置
き
砿
償
三
く
。
同
・
も
・
警
。
・
霧
ρ
。
〔
訟
。
聲
養
田
。
毒
。
琴
。
・
く
。
6
霧
雲
。
§
回
も
・
p
辞
。
。
剛
・
臥
二
三
ρ
三
二
。
。
・
号
覧
ξ
ま
霧

　
　
　
　
　
箕
9
a
。
6
鶏
。
ε
ご
葺
菩
。
⑦
巴
。
ヨ
ぎ
見
ξ
陣
げ
霧
一
．
。
需
葺
。
p
葺
．
．
、
．
（
謹
e
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以
上
の
こ
と
を
、
ア
ベ
ラ
…
ル
は
、
多
く
の
異
論
を
あ
げ
、
そ
れ
に
答
え
な
が
ら
、
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
異
論
を
一
つ
に
ま
と

め
て
蓮
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ど
う
し
て
く
。
メ
（
音
聾
）
で
は
な
く
、
ψ
窪
ヨ
。
（
言
葉
）
が
普
遍
で
あ
る
と
い
う
の
か
。
け
だ
し
、

類
と
は
、
種
馬
に
栢
歯
し
た
多
く
の
も
の
に
述
語
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
（
凱
ぬ
¢
o
鳥
℃
鑓
。
象
o
ρ
蜜
弓
窪
。
℃
じ
ユ
ぴ
¢
ω
象
濤
お
重
富
議

招
0
9
0
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
葉
も
音
聲
も
、
同
様
に
、
「
多
く
の
も
の
に
蓮
語
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

音
聾
も
類
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
汚
し
て
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
即
ち
、
音
撃
は
多
く
の
も
の
に
話
語
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
容
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
多
く
の
も
の
に
述
語
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
は
、
決
し
て
、
類
の
完
全
な
定
義
で
は
な
い
。

完
全
な
定
義
は
、
定
義
さ
れ
る
も
の
と
全
く
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
よ
う
な
類
の
完
全
な
定
義
は
「
種
壷
に
梢
遽
し
た
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
モ
　
　
リ

も
の
に
つ
い
て
述
語
づ
け
ら
れ
得
る
も
の
（
℃
轟
。
陛
＄
玄
ド
α
o
官
⊆
訟
び
諺
象
洋
器
簿
薮
霧
。
。
℃
o
鳥
。
）
」
で
あ
る
。
即
ち
、
類
に
は
℃
鑓
？

象
0
9
び
旨
寅
。
・
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
、
「
類
は
音
聾
で
あ
る
」
「
種
は
習
聲
で
あ
る
」
は
正
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

「
音
聲
は
類
で
あ
る
」
「
音
聾
は
種
で
あ
る
」
は
容
認
さ
る
べ
き
で
な
い
。

　
要
す
る
に
、
ア
バ
ラ
ー
ル
は
、
軍
な
る
督
聾
で
は
な
く
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
、
℃
鎚
。
象
0
9
σ
藻
寅
ω
と
い
う
丸
彫
が
附
加
さ
れ
た
く
。
劉

師
ち
、
。
。
窪
ヨ
。
が
普
遍
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
は
、
第
一
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
謎
繹
』
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
し
て
欝
わ
れ
て
い
る
。

　
即
ち
、
「
普
遍
的
な
、
共
通
的
な
く
。
×
は
、
多
く
の
も
の
を
名
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
共
通
的
で
あ
る
。
そ
の
本
質
に
お
い
て
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

こ
の
名
賑
す
働
に
お
い
て
、
多
く
の
も
の
に
述
語
づ
け
ら
れ
る
。
」
そ
れ
故
、
第
一
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
』
註
繹
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て

い
る
く
。
×
も
、
自
然
の
音
聲
の
意
味
で
の
く
。
×
で
は
な
い
。
從
っ
て
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
、
第
一
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
註
羅
」
で
、
普

遍
は
く
。
翼
で
あ
る
と
雷
つ
た
の
を
、
第
二
の
『
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
国
章
』
で
、
。
・
窪
欝
◎
で
あ
る
と
装
い
換
え
て
い
る
の
は
、
自
己
の
立

場
と
ロ
ス
ラ
ン
の
立
場
の
相
蓮
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
爲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ベ
ラ
！
ル
が
そ
の
よ
う
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ

　
　
　
ア
ベ
ラ
…
ル
の
普
遍
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
七
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ギ
キ

9
　
た
の
は
、
普
遍
は
音
信
の
流
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
ロ
ス
ラ
ン
の
普
遍
論
が
、
嘗
時
言
に
、
異
端
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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⊆
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P
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◎
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ケ
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㊦
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ぬ
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嬬
O
び
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G
o
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酔
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一
一
〇
6
臨
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一
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臼
O
昌
帥
ぴ
¢
o
α
　
鋤
。
り
O
樗
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ぴ
煽
昌
け
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以
上
、
ギ
ヨ
ー
ム
、
及
び
、
ロ
ス
ラ
ン
に
封
ず
る
批
判
を
通
し
て
、
普
遍
は
事
物
で
は
な
く
、
ぐ
◎
メ
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
く
。
×
は
、

　
　
　
自
然
の
書
聲
で
は
な
く
、
〈
o
×
。
・
蒔
⇒
蔭
0
9
粗
く
簿
或
は
、
ω
窪
旨
。
（
言
葉
）
で
あ
る
こ
と
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
ア
ベ
ラ
…
ル

　
　
　
の
普
遍
論
の
出
蛮
購
で
あ
る
。

　
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
か
ら
、
そ
う
す
る
と
普
遍
は
一
挙
何
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
表
示
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
け
だ
し
、

　
　
　
普
遍
は
、
言
葉
或
は
名
字
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ー
の
如
き
個
溺
的
な
名
稻
で
は
な
く
、
動
物
、
人
問
の
如
き
普

　
　
　
遍
的
な
名
稻
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
先
の
實
在
論
批
判
に
お
い
て
、
普
遍
的
な
事
物
と
い
う
も
の
は
な
く
、
装
丁
す
る
事
物
は
、
全
て
、

　
　
　
個
々
別
々
に
存
在
す
る
こ
と
、
及
び
、
か
か
る
諸
事
物
が
そ
れ
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
よ
う
な
事
物
は
、
ど
こ
に
も
晃
出
さ
れ
な
い
と

　
　
　
い
う
こ
と
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
、
普
遍
的
な
書
葉
或
は
名
器
は
、
普
遍
的
な
事
物
を
表
示
し
、
そ
れ
に
等
身
さ
れ
る
と

　
　
　
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
普
遍
的
な
事
物
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
か
ら
。
又
、
個
騰
的
な
差
異
を
含
め
た
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
全
膿
を

　
　
　
表
評
す
る
の
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
表
示
す
る
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
い
う
個
別
的
な
言
葉
で
あ
る
か
ら
。
更
に
、
ソ
ク
ラ
テ

　
　
　
ス
と
プ
ラ
ト
ー
が
、
そ
れ
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
事
物
を
表
示
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
物
は
ど
こ
に
も
存
し



な
い
か
ら
。
そ
れ
故
、
普
遍
的
な
言
葉
或
は
名
稔
は
、
樽
ら
か
の
事
物
に
つ
い
て
の
概
念
を
我
々
の
心
の
う
ち
に
構
成
す
る
よ
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

で
は
な
い
。
表
示
に
は
全
く
無
縁
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
普
遍
は
表
示
す
る
言
葉
で
あ
る
と
す
る
と
、
直
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、

普
遍
は
言
葉
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
は
次
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
こ
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
を
考
察
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。
彼
の
普
遍
論
の
正
否
は
、
か
か
っ
て
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
う
ち
に
あ
る
。
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門
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冥
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写
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ω
9
窪
窪
捗
。
ε
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δ
く
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漕
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ξ
忌
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。
り
庖
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一
。
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↓
り
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二

　
　
　
彼
の
解
決
を
豫
め
要
約
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
普
遍
的
な
書
葉
は
、
そ
れ
に
お
い
て
個
々
の
事
物
が
一
致
し
て
い
る
、
「
入
間

　
　
た
る
こ
と
（
0
の
g
o
O
　
財
0
5
P
ご
P
O
巳
P
）
」
、
「
動
物
た
る
こ
と
（
窃
。
。
0
9
巳
鼠
舞
）
」
の
如
き
事
物
の
「
状
態
（
磐
舞
¢
ω
）
」
の
類
似
概
念
を
我
々
の
魂

　
　
の
う
ち
に
生
み
出
す
。
從
っ
て
、
普
遍
的
な
言
葉
は
、
直
接
的
に
は
、
事
物
の
「
状
態
」
の
類
似
概
念
及
び
事
物
の
「
状
態
」
を
表
示
す

　
　
る
。
と
こ
ろ
が
、
事
物
の
「
状
態
偏
と
は
、
そ
れ
に
お
い
て
事
物
が
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
換
言
す
れ
ば
、
個
々
の
事
物
が
共

　
　
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
物
の
「
状
態
」
を
表
示
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
個
々
の
事
物
を
も
表
示
す
る
こ
と
で
あ

　
　
る
。
そ
れ
故
、
普
遍
的
な
言
葉
は
、
事
物
の
「
状
態
」
の
類
似
概
念
及
び
事
物
の
「
状
態
」
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岡
時
に
、
個

　
　
欄
の
事
物
を
も
表
示
す
る
。

　
　
　
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
爲
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
第
一
に
、
事
物
の
「
歌
態
」
－
一
そ
れ
に
よ
っ
て
普
遍
的
な
言
葉
が
個
々
の
事

　
　
物
に
賦
與
さ
れ
る
の
で
、
共
湿
的
原
因
（
O
O
b
P
岩
P
鋸
5
擁
ψ
　
O
撃
貿
匂
q
勲
）
と
も
呼
ば
れ
る
…
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
述
べ
、
次
に
、

螂　
　
　
　
　
　
ア
ペ
ラ
ー
ル
の
普
遍
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九



91喚

　
　
　
哲
學
碍
究
　
第
殴
百
五
十
七
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

そ
の
類
似
概
念
一
1
こ
れ
を
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
共
魎
的
概
念
（
8
雲
霞
⊆
巳
。
。
8
昌
o
o
℃
瓢
。
）
と
呼
ぶ
…
レ
は
、
普
遍
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
我

我
の
魂
の
う
ち
に
生
み
出
さ
れ
る
思
惟
、
即
ち
、
普
遍
的
な
も
の
の
思
惟
（
貯
8
岡
δ
o
葺
。
。
o
旧
く
。
話
9
一
ご
筥
）
の
思
惟
封
象
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
第
三
に
、
普
遍
的
な
言
葉
が
共
通
的
概
念
を
表
示
す
る
こ
と
を
、
権
威
に
よ
っ
て
確
崩
し
、
最
後
に
、
普
遍
的
な
言
葉
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
思
惟
、
共
通
的
概
念
を
思
惟
す
る
思
惟
は
、
抽
象
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
抽
象
的
思
惟
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、

抽
象
的
思
惟
の
性
格
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
か
る
思
惟
が
空
虚
な
思
惟
で
は
な
い
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
以
上
を
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
書
葉
を
た
ど
っ
て
述
べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
彼
は
、
先
ず
、
こ
の
問
題
に
干
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
事
態
は
そ
の
よ
う
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
普
遍
的
な
言
葉
は
、
多
様
な
諸
事
物
を
名
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

或
る
仕
方
で
、
そ
れ
ら
を
表
示
す
る
か
ら
。
人
間
と
い
う
普
遍
的
な
琶
葉
は
、
共
通
的
原
因
『
人
診
た
る
こ
と
』
に
よ
っ
て
、
個
々
の
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
を
名
指
し
、
又
、
（
我
々
の
魂
の
う
ち
に
）
或
る
共
感
的
な
概
念
を
縫
成
す
る
。
」

　
　
＊
　
．
．
ω
o
黒
質
。
昌
。
。
。
け
陣
鐙
．
Z
帥
讐
g
唇
ω
無
く
。
湊
9
m
℃
窪
謬
。
琶
診
簿
鉱
。
津
簿
ゑ
鴬
。
審
ヨ
ヨ
。
仙
。
繊
σ
q
貼
出
ド
き
ダ
●
：
：
¢
櫛
冨
o
o
〈
◎
区
．
ぎ
讐
。
．
o
劣
ぎ
σ
q
巳
。
騎

　
　
　
き
ヨ
ぎ
舞
舞
8
ヨ
ヨ
食
蝕
s
霧
”
い
呈
。
価
。
。
o
蜜
。
簿
ぎ
霞
ぎ
。
の
。
。
∈
詳
箕
○
温
位
ρ
舞
欝
§
陣
’
、
o
防
露
。
島
簿
碧
い
g
ぎ
8
一
ぽ
。
ε
諺
諏
仁
窪
号
彰

　
　
　
8
議
ε
ε
騨
8
ヨ
き
煽
g
ヨ
㌦
、
（
○
マ
。
搾
℃
。
一
㊤
）

　
で
は
、
共
遜
的
原
因
と
は
何
か
。
ア
ベ
ラ
…
ル
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
蓮
べ
る
。
共
通
的
原
因
と
は
、
そ
れ
に
お
い
て
燭
々
の
事
物

が
一
致
し
て
い
る
、
事
物
の
「
状
態
（
露
斜
け
煽
ω
）
」
で
あ
る
。
人
間
を
例
に
と
っ
て
言
え
ば
、
蝦
互
に
個
々
別
々
の
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

固
有
な
本
質
に
お
い
て
、
又
、
重
事
に
お
い
て
栢
遽
し
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
よ
う
な
事
物
は
見
幽
さ
れ
な
い
。
し

か
し
、
い
か
な
る
も
の
に
お
い
て
も
全
く
一
致
し
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
個
々
の
人
問
は
、
「
人
間
た
る
こ
と
（
O
Q
o
o
o
O
げ
○
き
陣
⇒
O
ヨ
）
」

で
一
致
し
て
い
る
。
「
人
間
た
る
こ
と
」
は
「
人
間
砿
の
如
き
事
物
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
お
い
て
億
々
の
人
闘
が
↓
致
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
「
基
磯
の
う
ち
に
な
い
こ
と
」
或
は
「
反
封
盤
を
受
容
れ
な
い
こ
と
」
が
事
物
で
は
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
お
い
て
個
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

實
艦
が
一
致
し
て
い
る
の
と
岡
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
言
う
と
、
個
々
の
人
間
が
、
い
か
な
る
も
の
で
も
な
い
、
無
に
お
い
て
一
致
す
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る
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
人
間
た
る
こ
と
」
は
事
物
で
は
な
い
が
無
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

く
、
人
間
の
「
状
態
」
で
あ
る
。
も
し
、
事
物
（
3
・
。
）
と
い
う
言
葉
を
廣
義
に
解
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
人
聞
の
「
状
態
」
を
、
人
間
の

本
性
の
う
ち
に
定
立
さ
れ
て
い
る
事
物
と
呼
ん
で
も
よ
い
。
普
遍
的
な
雪
葉
（
人
間
）
を
億
々
の
人
問
に
賦
喫
す
る
人
は
、
か
か
る
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ホ

闘
の
本
性
の
う
ち
に
定
立
さ
れ
て
い
る
事
物
（
即
ち
、
人
間
の
「
状
態
」
）
の
類
似
を
魂
の
う
ち
に
把
持
す
る
。

　
　
　
　
＊
。
．
。
。
…
薦
繋
ぎ
慧
・
奎
穿
。
・
、
2
謬
…
葺
6
§
お
§
ニ
コ
℃
δ
讐
，
騨
象
”
、
。
登
嵩
鐙
身
替
。
薮
尻
の
⊆
簿
二
二
．
監
9
霧
ω
壱
鑓
ヨ
§
翼
・
づ
蕊
一
．
鉱

　
　
　
　
　
　
　
喜
善
＄
ヨ
ぎ
呈
諜
．
2
§
L
二
8
酔
§
2
§
副
！
、
鼠
§
計
書
a
ぎ
鼠
・
ざ
・
・
切
§
礎
鴬
§
儀
M
8
ぎ
ぎ
鼠
博
回
ρ
2
ヨ
§
・
乙
置
・
・
卸
ず
。
ヨ
。
蔓
剛

　
　
　
　
　
　
　
島
ぎ
「
・
5
・
・
。
〔
＝
離
婁
。
剛
δ
鼠
コ
。
ヨ
9
認
器
窪
ε
欝
一
回
。
巨
コ
。
ヨ
き
鐸
。
。
・
二
δ
ヨ
。
瓢
。
6
§
簿
3
§
Ψ
御
篭
凋
。
圏
の
於
鍔
8
量
儀
。
器
ヨ
5
白
・
酌
。
瓢
け

　
　
　
　
　
　
　
琴
。
き
謬
。
。
・
ω
。
ぎ
。
・
各
幽
。
露
。
曇
三
舞
ρ
話
琴
。
き
二
寒
暑
・
器
8
⇒
露
臨
。
円
舞
。
露
〈
9
き
⇒
も
・
話
音
。
3
ヨ
ρ
σ
q
置
象
鼠
妻
。
。
“
。
・
8
毒
含
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
ρ
爵
。
鐙
ヨ
§
〉
”
，
囲
。
・
§
。
翻
。
臼
器
切
聲
酵
3
コ
費
切
8
ミ
。
尋
．
。
象
鼻
“
．
、
（
○
℃
●
簿
’
や
回
り
）

　　

@
豪
．
．
〉
罫
§
．
2
身
ヨ
鎧
〔
§
く
㎞
量
ξ
い
婁
。
伍
8
毫
§
雪
曇
韓
『
。
霊
ヨ
・
・
g
§
a
ヨ
達
簿
8
嘗
§
5
の
ε
瞬
ぎ
昌
。
・
・
コ
．
。
ω
塾
曾
勲
㌦
§
漁
舞
田

　
　
　
　
　
　
　
甘
鉱
霊
。
＄
ρ
§
。
・
・
§
計
三
岡
き
．
｝
声
2
ヨ
ω
象
8
二
回
§
。
象
巴
自
き
ぎ
m
豪
鐸
ぎ
琶
降
グ
鑓
裟
ぎ
8
緯
8
伽
ω
§
昏
ぎ
ヨ
ぎ
β
8
目
窪
［
”
．
。

　　

@　

@　

@
奪
ぎ
舞
ω
a
昆
蔭
賦
㎞
銭
・
・
。
纂
ぎ
5
畠
山
§
ぴ
。
量
・
墓
婁
ρ
。
訟
8
§
口
¢
話
ぎ
。
讐
ぎ
8
建
・
・
象
蒙
．
一
．
ρ
§
§
曾
ヨ
8
£
3
⊆
餌
ヨ
●

　
　
　
　
　
　
　
碧
。
価
ぎ
註
島
霧
。
。
§
計
凱
。
2
巴
ご
三
訂
旨
く
。
8
ヨ
霧
霧
。
”
蔦
鋤
ヨ
．
ω
翼
戸
§
霊
8
ヨ
｝
9
。
疑
回
歪
営
∬
ヨ
。
。
・
。
・
。
ぎ
二
二
。
β
虐
多
き
謬
裟

　
　
　
　
　
　
　
塞
“
く
。
郵
ヨ
話
虐
。
α
。
欝
菖
＾
罪
ぎ
蕊
8
ヨ
巳
§
。
諺
＄
霧
9
ヨ
冒
℃
。
切
窯
9
μ
陥
豊
6
曇
霞
注
。
・
ぎ
σ
q
巳
β
も
。
。
。
茸
含
ヨ
碧
。
黛
夏
鳶
融
～
き
。
き

　
　
　
　
　
　
　
6
§
く
。
鉱
§
r
．
、
（
○
ワ
9
●
㍗
8
）

　
　
＊
蒙
、
、
◎
。
苺
信
§
虐
。
£
き
ぎ
昆
留
男
。
二
℃
馨
ぎ
葛
ε
轟
ぎ
ヨ
ぎ
圃
。
・
も
・
箋
舞
舞
℃
。
ω
。
・
二
欝
器
超
℃
。
｝
剛
讐
，
ρ
纏
轟
箋
B
8
ヨ
欝
§
。
皆
。
。
ぎ
一
回
ぎ
黛
g
窪

　
　
　
　
　
　
　
慾
・
8
g
。
℃
F
£
魚
く
。
〔
菩
乱
ニ
ヨ
一
膏
℃
。
慧
r
、
．
（
量
e

　　

ｻ
れ
で
は
、
共
通
的
概
念
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
、
事
物
の
「
状
態
」
に
封
聴
す
る
、
事
物
の
「
状
態
」
の

類
似
で
あ
る
が
、
ア
ベ
ラ
…
ル
は
こ
れ
を
、
我
々
の
側
か
ら
、
即
ち
、
我
々
の
思
惟
活
動
の
方
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
我
々
の
思
惟

活
動
の
方
か
ら
言
え
ば
、
共
通
的
概
念
と
は
、
普
遍
的
な
言
葉
が
我
々
の
魂
の
う
ち
に
生
み
出
す
思
惟
の
封
象
、
即
ち
、
普
遍
的
な
も
の

の
思
惟
が
思
惟
す
る
形
相
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
蓮
べ
ん
が
爲
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
先
ず
、
思
惟
ご
般
の
性
絡
を
感
嶽
と
の
封
比
に
お

い
て
示
し
、
次
に
、
普
遍
的
な
も
の
の
思
惟
（
一
⇒
け
O
一
一
〇
〇
け
瓢
o
o
蘇
旨
瞬
く
O
弓
ω
9
頃
O
讐
）
と
欄
製
的
な
も
の
の
思
惟
（
紗
屋
濠
2
羨
ω
ぎ
σ
q
巳
簿
機
ご
蓉
）

　
　
　
　
　
　
　
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
懸
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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哲
學
研
究
　
第
四
百
五
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
一
に
、
思
惟
の
性
格
を
一
般
的
に
述
べ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
感
畳
は
、
身
魂
的
器
宮
を
媒
介
に
し
て
行
な
わ
れ
る
か

ら
、
魂
が
感
畳
す
る
時
に
は
、
感
壁
さ
れ
る
物
騰
が
現
存
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
塾
し
て
、
魂
が
思
惟
す
る
時
に
は
、
魂
は
、

自
ら
の
う
ち
に
思
惟
さ
れ
る
事
物
の
類
似
を
形
成
し
、
こ
れ
に
思
惟
潅
動
を
向
け
る
。
從
っ
て
、
思
惟
は
、
思
惟
さ
れ
る
事
物
が
濾
滅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

て
も
、
そ
の
類
似
が
魂
の
う
ち
に
保
持
さ
れ
て
い
る
限
り
存
心
す
る
。
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
魂
が
思
惟
す
る
時
事
ら
の
う
ち
に
形
成
す
る
こ

の
事
物
の
類
似
を
、
思
惟
が
把
持
す
る
事
物
の
形
粗
（
8
男
爵
郷
村
息
心
§
ヨ
一
纂
亀
0
9
蟷
。
。
o
o
題
首
5
、
或
は
、
思
惟
が
そ
れ
に
向
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
の
形
相
（
♂
§
鉱
づ
ぬ
舞
ヨ
薬
量
8
葺
。
・
α
三
σ
q
碁
呪
）
と
も
呼
ぶ
。
思
惟
と
は
、
か
か
る
、
事
物
の
形
相
に
向
げ
ら
れ
る

活
動
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
思
惟
に
は
、
普
纒
的
な
も
の
の
思
惟
と
個
別
的
な
も
の
の
思
惟
が
あ
る
。
前
讃
に
は
「
人
間
」
の
如
き
普
遍
的
な
言
葉
が

我
々
の
魂
の
う
ち
に
産
出
す
る
思
灘
で
あ
り
、
後
者
は
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
の
如
き
個
別
的
な
言
葉
が
我
々
の
魂
の
う
ち
に
生
み
由
す
思
惟

で
あ
る
。
爾
者
は
次
の
黙
で
、
離
ち
、
前
考
が
多
く
の
事
物
に
共
通
的
な
混
然
た
る
形
像
を
把
持
す
る
に
醜
し
、
後
者
は
、
一
つ
の
も
の

に
固
有
な
個
携
的
形
根
を
把
持
す
る
と
い
う
黙
で
、
根
淫
す
る
。
例
え
ば
、
我
々
が
、
…
、
人
間
」
と
い
う
雷
葉
を
聞
く
時
、
全
て
の
人
間

に
共
通
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
ど
れ
に
も
繊
有
で
な
い
漏
る
形
像
が
魂
の
う
ち
に
生
じ
る
が
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
書
葉
を
聞

く
時
は
、
特
定
の
入
物
の
類
似
を
表
畷
し
て
い
る
懸
携
的
な
形
縮
が
魂
の
う
ち
に
生
じ
る
。
そ
れ
故
、
一
人
の
人
間
に
固
有
な
形
相
を
魂

の
う
ち
に
生
み
出
す
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
と
い
う
書
葉
に
よ
っ
て
は
、
或
る
特
定
の
事
物
が
規
定
さ
れ
る
が
、
「
人
間
濡
と
い
う
言
葉
に
よ

っ
て
は
、
入
館
の
な
か
の
或
る
細
人
が
特
に
思
惟
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
要
す
る
に
、
普
遍
的
な
雷
魚
が
惹
起
す
る
思
惟
と
偲
別

的
な
言
藥
が
惹
起
す
る
思
推
の
相
違
は
、
そ
れ
ら
が
把
持
す
る
形
棺
の
相
銀
に
麟
着
す
る
。
前
者
、
即
ち
、
普
遍
的
な
も
の
の
思
雛
が
把

持
す
る
形
稲
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
慌
て
の
獅
子
の
本
姓
を
示
す
爲
に
識
か
れ
た
、
事
々
の
獅
子
の
ど
れ
に
も
固
有
で
な
い
一
枚
の
絡
で

あ
る
。
（
こ
れ
に
封
し
て
、
後
者
、
郎
ち
、
欄
劉
的
な
も
の
の
思
惟
が
把
持
す
る
形
根
は
、
あ
ら
ゆ
る
獅
子
の
な
か
か
ら
、
特
に
一
匹
を
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睡
訳
せ
ん
が
爲
に
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
槍
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
し
て
戴
か
れ
た
絡
で
あ
ろ
う
。
）
共
通
的
概
念
と
は
、
か
か
る
、

普
遍
的
な
思
惟
が
思
惟
す
る
形
相
、
傍
え
ば
、
全
て
の
獅
子
に
共
逓
で
、
そ
の
う
ち
の
ど
れ
に
も
固
有
で
な
い
豊
穣
で
あ
る
。

　
　
　
　
＊
．
．
H
蝕
亀
。
。
霧
雲
酢
§
。
・
搾
が
嵩
琴
。
8
考
。
憎
8
凶
鼠
お
。
諺
陣
・
喜
．
蟷
ヨ
2
δ
婁
ψ
㌶
き
。
琴
。
◎
多
妻
§
昌
・
・
昏
…
。
6
ε
欝
。
9
，
℃
諺
鍔
げ
。
8
貯

　
　
　
　
　
　
ρ
二
。
創
鼠
酔
ミ
毎
．
v
も
・
a
一
．
焦
硫
ぎ
二
藍
（
際
器
§
回
酔
。
三
轟
婁
三
§
ヨ
訟
σ
㎞
…
甥
。
き
冒
霧
8
臨
6
酬
〔
襯
ぎ
ぬ
〆
§
二
§
。
冥
。
霞
α
q
。
凶
三
毬
碧
島
。
”
掃
。
毒

　
　
　
　
　
　
罫
書
ρ
9
μ
（
げ
捗
§
．
。
紆
鴇
・
琴
欝
く
。
＝
。
彰
。
欝
騎
。
瑳
一
軌
曾
；
；
獄
門
お
。
σ
3
や
。
碁
冥
亀
。
。
霧
p
三
。
諺
℃
2
，
糞
羅
。
口
。
置
慈
｝
凶
ε
象
μ
。

　
　
　
　
　
　
謬
冨
。
藁
。
纂
野
．
．
（
○
ワ
簿
も
．
8
）

　
　
　
寒
．
．
窪
。
訟
9
¢
覧
く
2
．
。
・
蝕
ω
き
葭
ぎ
躍
裟
“
8
導
ヨ
§
§
露
8
亀
蕊
欝
ヨ
ぎ
＆
9
三
菱
一
ぎ
『
【
§
8
a
℃
欝
譲
。
＜
葺
．
。
農
。
ヨ
〈
舞
ζ
・
一
天
巳
碧
・
…
。
・

　
　
　
　
　
　
σ
q
。
き
ミ
リ
鷺
弓
勢
ヨ
§
雲
門
。
三
§
・
・
；
鑓
σ
q
缶
舞
§
3
・
・
ヨ
§
8
・
回
。
£
§
。
馬
韓
仁
轟
き
け
碧
ε
ヨ
鷺
．
・
・
9
歳
頃
の
。
ぎ
び
。
黛
§
・
¢
嵩
窪
。

　
　
　
　
　
　
象
営
農
・
乱
δ
．
ぎ
ヨ
。
、
9
盤
。
象
p
彫
冨
§
．
同
署
髭
ぎ
。
。
・
厳
．
σ
q
ぎ
虐
。
畠
蝕
。
・
ぎ
。
q
三
。
し
・
ぎ
ヨ
ぎ
g
㏄
…
。
。
。
。
ぎ
げ
簿
”
霧
9
毒
ぎ
⇒
も
・
劉
§
ご
同
臣
§
。

　
　
　
　
　
　
g
髭
厳
基
署
．
。
℃
｝
，
圃
二
芦
安
彰
き
ε
諺
p
二
黛
。
、
G
。
。
禽
、
誉
。
・
。
”
鐘
．
ヨ
p
ゑ
§
6
欝
讐
貯
蝕
5
。
鱗
二
軽
ぷ
旨
き
§
，
§
鷺
．
騎
。
塁
。
牽
強
ε
象
琴
一
昌

　
　
　
　
　
　
。
も
誉
塾
曾
、
．
（
○
や
6
鍔
マ
緯
）

　
次
に
、
普
遍
的
な
書
葉
を
聞
く
と
、
我
々
の
魂
の
う
ち
に
露
髄
的
概
念
が
生
じ
る
、
と
先
に
書
わ
れ
た
が
、
果
し
て
、
普
遍
的
な
言
葉

は
、
我
々
の
魂
の
う
ち
に
、
共
通
的
概
愈
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
か
。
換
心
す
れ
ば
、
共
遽
的
概
念
を
表
示
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

封
し
て
、
ア
ベ
ラ
；
ル
は
、
こ
の
こ
と
は
多
く
の
事
事
に
よ
っ
て
保
謹
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。

　
例
え
ば
、
プ
リ
シ
ア
ヌ
ス
は
、
現
實
化
さ
れ
て
物
心
と
な
る
以
前
に
、
紳
の
精
酔
の
う
ち
に
可
知
的
に
構
威
さ
れ
る
諸
事
物
の
共
通
的

な
富
農
（
8
弓
露
9
0
ρ
離
9
0
ぎ
彰
。
艮
。
解
く
圃
紳
嬉
ぎ
菖
浸
σ
碕
笹
藻
警
護
8
湧
臼
餌
三
籠
）
、
印
ち
、
融
が
そ
れ
を
原
型
と
し
て
被
造
物
を
作
り

出
し
て
い
く
と
こ
ろ
の
、
榊
の
精
榊
の
う
ち
に
把
持
さ
れ
た
諸
嶽
念
（
　
　
　
　
　
　
ロ
O
◎
謡
O
O
℃
¢
O
路
O
o
陰
）
に
書
及
し
、
類
的
或
は
種
的
名
稻
が
、
我
々
に
、

こ
れ
ら
の
形
相
或
は
概
念
を
指
示
す
る
と
い
う
三
界
で
、
こ
れ
ら
の
概
念
或
は
、
形
簾
を
、
類
的
或
は
種
的
概
念
と
呼
ん
で
い
る
。
又
、

彼
は
、
普
遍
的
’
、
砿
名
稔
は
、
こ
れ
ら
共
通
的
概
念
の
、
謂
わ
ば
、
固
膚
な
客
総
…
べ
．
、
あ
る
、
一
つ
の
も
の
に
麗
有
な
名
稻
が
、
そ
れ
を
表
示

す
る
一
つ
の
事
物
に
、
拳
、
れ
を
闘
く
も
の
の
魂
を
向
け
る
如
く
に
、
普
遍
的
な
名
稻
は
、
そ
れ
を
聞
く
も
の
の
魂
を
、
直
ち
に
、
こ
れ
ら

の
共
通
的
概
念
に
向
け
る
、
と
も
言
う
。
珍
妙
の
原
型
と
な
る
よ
う
な
紳
の
精
轡
の
う
ち
に
あ
る
形
相
或
は
概
念
は
、
我
々
人
間
の
あ
ず

　
　
　
　
　
　
ア
ベ
ラ
…
ル
の
霧
遍
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



9i8

　
　
　
哲
學
研
究
　
第
四
百
五
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

か
り
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
只
、
紳
の
精
紳
の
う
ち
に
の
み
存
す
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
、
彼
は
こ
こ
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
、
言

葉
は
精
紳
の
う
ち
に
あ
る
概
念
或
は
形
相
を
表
示
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
更
に
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
も
、
多
く
の
も
の
の
類
似
か
ら
牧
集
さ
れ
た
思
考
が
類
や
種
で
あ
る
、
と
賜
う
時
、
こ
の
同
じ
（
邸
ち
、
類
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

或
は
種
的
名
稽
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
）
共
逸
的
概
念
を
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
爾
、
こ
れ
に
、
プ
ラ
ト
ー
の
権
威
を
、
次
の
よ
う
に
附
加
え
て
い
る
。
師
ち
、
「
更
に
又
、
或
る
人
々
は
、
プ
ラ
ト

ー
が
、
ヌ
ー
ス
の
う
ち
に
措
定
す
る
共
通
的
な
イ
デ
ア
を
、
類
と
か
種
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
プ
ラ
ト
ー
も
購
じ
考
を
持
っ
て
い

る
、
と
主
張
す
る
」

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
こ
れ
に
直
し
て
は
、
「
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
が
、
プ
ラ
ト
ー
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
意
見
が
分
れ
た
と
記
載

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
黙
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
」
と
亡
べ
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
が
言
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
プ
ラ
ト
ー
は
、

類
や
種
の
如
き
も
の
は
、
黒
蟻
的
な
も
の
と
思
惟
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
物
騰
を
離
れ
て
も
存
在
し
、
自
存
す
る
と
な
し
た
、
こ
れ
は
、

二
塁
か
ら
分
離
し
た
も
の
と
し
て
ヌ
ー
ス
の
う
ち
に
置
く
、
か
の
共
逓
的
概
念
が
普
遍
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
書
き
し
る

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
從
っ
て
、
プ
ラ
ト
ー
は
、
恐
ら
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
よ
う
に
、
普
遍
を
、
共
通
的
な
蓮
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ぶ
ぷ

づ
け
と
い
う
観
顯
か
ら
で
は
な
く
、
多
く
の
も
の
の
共
通
的
類
似
と
い
う
黙
で
把
握
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
附
記
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
爾
、
こ
れ
に
績
い
て
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
が
、
プ
ラ
ト
ー
は
普
遍
が
可
感
的

な
も
の
を
離
れ
て
自
存
す
る
と
考
え
た
、
と
調
べ
て
い
る
の
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
プ
ラ
ト
ー
の
見
解
が
、
こ
の
よ
う
に
、
縮
筆
立
し

な
い
よ
う
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
葭
己
の
解
繹
を
提
出
し
て
い
る
。
邸
ち
、
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
普
遍
は
常

に
可
感
的
な
も
の
の
う
ち
に
存
在
す
る
、
と
述
べ
る
の
は
、
そ
の
現
實
に
驕
し
て
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
動
物
と
い
う
本
性
（
類
讐
g
鑓
）
、

一
そ
れ
は
、
普
遍
的
な
名
稽
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
、
從
っ
て
、
一
種
の
宿
駅
に
よ
っ
て
、
普
遍
と
欝
わ
れ
る
一
は
、
現
賢
顔
に
は

（
9
0
魯
蝿
恥
周
陣
什
O
吋
）
、
可
感
的
な
も
の
の
う
ち
に
し
か
冤
畠
さ
れ
な
い
か
ら
。
こ
れ
に
豪
し
て
、
プ
ラ
ト
ー
は
、
か
か
る
本
性
は
、
感
覚
の
下
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に
入
り
來
ら
ず
に
自
ら
の
存
窟
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
自
讃
、
本
姓
的
に
自
存
す
る
、
そ
し
て
悔
こ
の
本
性
的
な
存
在
に
則
し

て
、
普
遍
的
な
翼
長
で
呼
ば
れ
る
、
と
考
え
る
。
從
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
そ
の
現
實
に
關
し
て
否
定
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、

プ
ラ
ト
ー
は
、
そ
の
本
姓
的
な
邊
照
性
（
簿
隣
一
鐙
低
。
）
と
い
う
見
地
か
ら
、
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
爾
者
の
見
解
に
、
何
ら
相
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ホ
な
　

立
し
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
」

　　

艨
X
は
、
こ
の
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
プ
ラ
ト
ン
解
繹
の
う
ち
に
、
ア
ベ
ラ
…
ル
の
實
在
論
、
或
は
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
看
取
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
こ
の
黙
は
後
に
蓮
べ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
只
、
こ
の
す
ぐ
後
に
、
共
蓋
的
原
照
、
即
ち
、
事
物
の
「
状
態
」

は
、
事
物
の
本
性
（
舞
ε
量
）
に
畏
し
て
取
得
さ
れ
る
（
8
ヨ
讐
g
巳
ω
日
露
9
0
奏
。
。
。
o
o
戴
⇒
曾
ヨ
ほ
姦
導
碧
。
帯
謬
思
切
磐
葺
薫
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
附
加
え
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
＊
．
．
O
。
謹
諺
§
塁
9
三
。
ヨ
剛
・
霧
8
・
ざ
。
緊
凶
§
霧
ぎ
号
σ
Q
。
蓉
野
壷
く
。
＝
鷲
6
巨
2
》
．
ぎ
彗
豪
く
。
。
陰
》
登
。
窺
。
霧
き
募
σ
q
2
2
．
註
3
、
・
・
ポ
篤
量
葎

　
　
　
　
　
　
　
き
鼠
葛
三
6
暮
溢
き
霧
一
類
§
琴
諺
匹
碁
器
碧
冠
。
B
8
琴
。
嘗
。
琴
α
訟
巷
臨
月
、
◎
窟
，
剛
ご
6
ヨ
ぎ
斜
。
馨
切
戸
6
三
唱
養
§
…
く
2
．
・
・
跳
2
の
§
。
浮
9

　
　
　
　
　
　
　
8
亀
器
拶
◎
・
・
曹
漆
6
駐
§
一
ω
ω
陣
夢
論
§
匿
二
塁
角
き
鼠
賞
ρ
霧
霧
羨
弱
も
畠
8
ヨ
配
り
§
。
ヨ
竃
園
田
8
g
。
音
。
蓉
鑓
。
・
黛
ぎ
魯
、
蒔
§
け
碧
ぎ
二
臼

　
　
　
　
　
　
　
磐
黛
8
密
静
三
℃
δ
冥
，
陣
ご
6
鼠
舜
巴
「
§
¢
墨
B
訟
二
言
。
・
漁
家
§
錘
．
、
（
○
ワ
簿
も
．
器
）

　
　
　
＊
＊
．
、
ヒ
d
。
。
詮
器
呈
。
碧
。
2
ヨ
珍
6
◎
σ
q
冨
捗
陶
。
ま
ヨ
8
ぎ
6
3
ヨ
。
メ
し
・
圃
邑
琴
巻
繊
昭
島
。
同
．
二
時
σ
q
。
髭
ω
窪
。
〈
9
も
・
℃
鼠
。
夢
。
鋤
廷
。
ヨ
8
鑓
讐
§
。
諺

　
　
　
　
　
　
　
8
糞
。
冨
§
。
ヨ
…
ヨ
。
濠
勢
・
・
。
≦
牙
け
ξ
●
．
、
（
○
ワ
簿
も
℃
●
・
。
Q
。
あ
曲
）

　
　
＊
譲
．
．
ぎ
訟
奉
g
貯
ヨ
切
望
δ
回
護
℃
藝
。
雲
叢
翁
馨
訟
鼠
壁
ヨ
9
⊆
ε
ヨ
9
鼻
窪
く
箆
。
ま
。
二
一
募
堅
霧
8
ヨ
ヨ
舅
2
タ
一
結
ぎ
き
団
や
9
き
σ
q
2
。
噌
勲

　
　
　
　
　
　
　
く
鉱
碧
。
。
騨
9
薯
。
蕾
”
，
。
僧
ぎ
駐
。
貯
．
帥
萎
。
ぎ
。
浄
…
島
空
諺
筈
≧
｛
敦
◎
凱
。
鳥
諺
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．
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跨
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＜
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．
ω
㌶
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（
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賦
拝
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さ
て
、
ア
ベ
ラ
1
ル
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
普
逓
的
な
名
禰
に
よ
っ
て
、
精
紳
の
う
ち
に
把
持
さ
れ
る
共
瀬
三
彩
糟
、
或
は
、
概
念
が

指
示
さ
れ
る
こ
と
を
保
謹
す
る
と
思
わ
れ
る
諸
々
の
寒
威
を
援
粥
し
た
後
、
こ
の
こ
と
は
、
輩
に
諸
権
滅
の
雷
葉
に
一
致
す
る
の
み
な
ら

ず
、
合
理
的
で
で
も
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
爾
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
、
穫
威
が
絶
讃
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
不
合
理
で
は

な
い
と
し
て
、
附
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
名
稔
の
表
示
（
箒
O
ヨ
帥
⇒
朗
ヨ
臨
σ
q
潜
一
当
O
卸
甑
O
）
は
、
事
物
及
び
思
惟
と
並
ん
で
、
そ
れ
ら
と
購
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

に
實
在
的
な
凝
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
只
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
は

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
解
し
て
お
こ
う
。
我
々
が
普
逓
的
な
書
舗
を
聞
く
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
共
通
的
概
念
を
麺
持
す
る
と
書
わ
れ
た
場
合
、

そ
れ
は
、
重
る
普
溌
的
な
書
葉
に
よ
っ
て
、
我
々
の
う
ち
の
或
る
一
人
が
．
或
る
共
遜
的
概
念
を
把
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
全

て
の
人
が
問
じ
仕
方
で
、
圏
じ
共
通
的
概
念
を
把
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
、
普
肉
的
な
名
辮
は
、
か
か
る

共
通
的
概
念
を
表
示
す
る
（
。
・
蔭
賄
8
舘
、
e
ζ
菩
い
換
え
る
こ
と
が
〆
、
．
、
き
る
。
名
寄
は
、
虫
魚
κ
．
、
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
全
て
、
こ
の

よ
う
な
表
示
の
働
を
激
す
る
。
全
て
の
名
欝
に
か
か
る
表
示
の
働
が
備
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
働
は
、
そ
の
名
禰
を
理
解
す
る
全
て
の
人
の

下
に
お
い
て
、
嗣
じ
仕
方
で
働
く
。
そ
こ
で
、
こ
の
無
常
の
表
示
が
、
事
物
及
び
思
惟
と
腿
等
の
實
在
性
を
補
す
る
或
る
事
象
で
あ
る
と

書
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
＊
　
ハ
ハ
も
自
。
（
｛
℃
『
o
浄
窪
0
6
＝
ヨ
o
p
誇
簿
ぴ
…
一
瓢
。
＝
o
o
瓢
ぴ
戸
拳
（
響
く
。
「
防
p
雛
審
飛
語
駕
2
圃
鍵
爵
讐
、
無
配
。
『
脱
。
ヨ
。
欝
ぎ
帥
。
コ
。
窺
二
三
｛
o
鷺
諏
9
0
×
…
騨
＝
o
ヨ
㎞
影
ニ
ヨ
ρ
。
肖
σ
q
コ
閂
鎗
6
9
瓢
ρ

　
　
　
　
θ
δ
島
簿
ω
圃
9
¢
2
0
急
齢
p
。
昏
葺
。
謬
7
”
び
◎
戸
一
・
p
翫
9
凱
齢
9
曇
。
雛
畔
6
二
2
け
ρ
甑
く
。
聖
目
罫
回
・
、
、
（
同
江
〔
門
）

最
後
に
、
共
通
的
概
念
を
恩
諾
す
る
普
漏
的
な
も
の
の
思
惟
を
更
に
吟
蒸
す
る
と
、
そ
れ
が
紬
象
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
抽
象
的
思
惟
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（岡

ｯ
。
囲
器
。
貯
。
。
℃
窪
田
σ
。
・
貫
9
0
篇
§
o
導
）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
、
共
滋
的
概
念
を
思
樵
す
る
思
推
が
、
察
虚
な
思
推
で
は
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
先
ず
、
抽
象
的
思
惟
と
は
、
ど
の
よ
う
な
思
惟
で
あ
る
か
。

　
具
膿
的
な
例
を
用
い
て
示
せ
ば
、
常
に
結
合
し
て
存
在
す
る
形
絹
と
質
料
の
う
ち
、
一
方
を
他
方
の
も
の
か
ら
切
離
し
て
浮
立
に
考
察

す
る
の
が
抽
象
的
思
惟
で
あ
る
。
或
は
、
こ
の
人
間
の
聖
慮
は
、
物
膿
で
あ
り
、
動
物
で
あ
り
、
入
闘
で
あ
る
。
又
、
そ
の
他
の
数
隈
り

な
い
形
相
を
律
っ
て
い
る
。
か
か
る
人
聞
の
實
騰
を
、
全
て
の
他
の
形
相
を
取
り
去
り
、
欝
欝
の
本
質
に
お
い
て
し
か
柔
な
い
の
が
紬
象

　
　
　
　
　
　

的
思
惟
で
あ
る
。

　
　
＊
　
．
。
＜
二
塁
α
q
舜
〔
β
酬
り
三
韓
ぎ
量
目
翫
吻
。
・
ζ
勢
藁
葺
…
p
簿
8
壱
霧
。
簿
轟
き
冒
鉱
。
＝
飼
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ヨ
o
g
ぎ
晦
ぎ
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薮
く
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ω
鱒
剛
雷
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『
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“
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毎
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ヨ
ぎ
ヨ
舞
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㌶
一
卿
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鴇
〇
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貯
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・
さ
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§
巴
鈴
o
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年
（
削
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豊
艶
昆
碕
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碁
紘
ぴ
霧
6
…
講
β
§
儒
鼠
臓
噛
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℃
霞
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無
気
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ヨ
噛
剛
嵐
亀
g
欝
ヨ
ぎ
ぴ
8
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（
9
ソ
聾
●
マ
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）

　
と
こ
ろ
で
、
抽
象
的
思
惟
は
、
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
明
ら
か
な
如
く
、
事
物
を
そ
れ
自
騰
の
あ
り
方
と
は
甥
の
あ
り
方
に
お
い
て
考

忘
す
る
。
質
料
と
形
相
は
、
決
し
て
分
離
し
て
存
在
し
て
い
な
い
の
に
、
形
網
だ
け
を
、
或
は
、
質
料
だ
け
を
劉
に
と
り
出
し
て
考
察
す

る
。
そ
こ
で
、
抽
象
的
思
礁
は
穿
く
空
虚
な
思
惟
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う

に
主
張
し
て
、
そ
れ
が
察
虚
で
は
な
い
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
成
程
、
も
し
事
物
を
、
そ
の
事
物
に
は
な
い
何
ら
か
の
本
性
、
或
は
、
固
有
性
で
考
察
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
そ
の
事
物
の
あ
り
方
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
み

は
劉
様
に
思
樵
す
る
と
い
う
の
謹
、
、
あ
れ
ば
、
か
か
る
思
惟
は
全
く
謙
虚
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
抽
象
的
思
権
は
こ
の
よ
う
な
思
惟
で
は
な

い
。
け
だ
し
、
そ
れ
は
、
こ
の
入
間
を
、
動
物
、
人
間
、
教
養
あ
る
も
の
等
の
本
性
に
お
い
て
も
慮
る
の
で
は
な
く
、
實
雲
霧
は
滑
空

（
6
0
一
」
酬
）
門
桝
q
o
）
の
本
性
に
お
い
て
し
か
見
な
い
の
で
あ
る
が
、
實
騰
或
は
物
腰
の
本
挽
は
、
こ
の
人
間
の
本
性
で
あ
る
が
故
に
、
只
こ
の
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ポ
ぷ

闘
の
有
す
る
全
て
の
も
の
を
思
惟
す
る
の
で
は
な
い
だ
け
で
、
こ
の
人
間
の
う
ち
に
な
い
よ
う
な
本
性
を
思
惟
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

從
っ
て
、
他
の
諸
々
の
本
性
の
中
で
只
こ
の
本
性
だ
け
を
見
る
と
い
う
場
合
に
、
こ
の
只
は
、
見
方
に
鐙
す
べ
き
で
、
事
物
の
存
麗
様
態

に
照
す
べ
き
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
只
、
こ
の
本
性
だ
け
が
無
論
的
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
只
こ
の
本
性
だ
け
が

　
　
　
ア
ベ
ラ
！
ル
の
普
遜
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
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ぷ
ぷ
ぷ
ぷ

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
我
々
は
、
或
る
も
の
が
思
惟
さ
れ
る
仕
方
は
、
そ
の
も
の
の
存
在
様
態
と
異
る
（
黒
子
。
・
き
。
伽
蕊
2
什
ぎ
8
駅

鷲
σ
Q
o
づ
象
ぬ
鐸
9
琶
。
・
⊆
ぴ
ω
幽
段
窪
匹
一
）
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
抽
象
的
思
惟
に
お
い
て
は
、
こ
の
も
の
が
他
の
も
の
か
ら
切

離
さ
れ
て
、
雲
立
に
思
惟
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
こ
の
も
の
が
他
の
も
の
か
ら
切
離
さ
れ
て
い
る
と
恩
惟
さ
れ
る
の
で
は
な
い

（
ω
①
鵠
欝
畠
B
舞
影
澹
。
夢
g
弓
◎
ω
筈
毬
2
き
。
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・
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膨
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昌
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熟
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ε
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．
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ヨ
菅
ρ
昌
9
二
類
げ
。
馨
矯
装
。
冥
。
冷
g
。
6
婁
諺
。
湾
一
千
亀
。
。
霧
．
、
．
（
疑
ε

　
　
＊
峯
．
．
。
。
雪
ぎ
。
ρ
魚
鱗
§
昌
§
簿
凶
一
μ
白
蔓
惹
亀
窪
・
’
9
ヨ
2
圃
諺
ぎ
蓉
8
鼠
零
ヨ
3
纂
露
ヨ
騨
馨
監
。
ぎ
§
ε
養
・
・
輻
ぴ
も
・
欝
臨
葺
く
。
剛
8
壱
9
．
試

　
　
　
　
　
　
　
き
瓢
。
欝
導
§
ぎ
裟
も
・
〈
。
＝
δ
鼠
駐
く
。
雷
門
§
ヨ
艮
陶
。
一
“
畷
．
◎
惹
8
亀
ソ
凶
＝
奪
取
§
（
一
ジ
＄
。
。
・
こ
葺
。
囲
壽
ρ
。
・
。
傷
昌
9
；
自
画
目
盛
8
冨
げ
g
“

　
　
　
　
　
　
　
き
。
巳
ρ
、
、
（
量
3

　
　
業
峯
．
。
彰
2
ヨ
α
剛
8
ヨ
。
藥
§
＾
げ
『
。
§
き
ヨ
B
ヨ
（
・
蚤
欝
．
9
ヨ
釜
碁
器
膏
。
！
、
。
汀
£
）
建
．
ε
門
・
；
。
舞
戸
δ
傷
剛
§
ぎ
び
3
憲
＆
ぎ
・
雪
諺
、
巴

　
　
　
　
　
　
　
き
。
蝕
§
。
ヨ
器
惹
欝
『
”
き
質
点
ヨ
。
身
ヨ
。
。
ζ
謬
告
・
δ
μ
3
熱
。
盤
ぎ
6
婁
＝
。
・
。
ω
切
g
ぎ
ε
M
ぎ
ε
。
・
．
窯
。
膨
窪
同
露
一
，
霧
ぎ
。
§
き
ヨ
冨
ぴ
8

　
　
　
　
　
　
　
。
・
＆
｛
§
ε
導
塁
9
無
∈
〆
一
二
回
g
ξ
ぴ
窪
ω
．
、
．
（
量
創
’
）

　　

ﾈ
上
で
、
抽
象
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
紬
象
的
思
惟
が
、
室
虚
な
思
推
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
先
の
普
遍

的
な
欝
葉
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
思
惟
、
普
遍
的
な
も
の
の
恩
惟
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
と
、
そ
れ
が
、
抽
象
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る

抽
象
的
思
惟
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
「
人
間
」
と
か
「
由
さ
」
と
か
「
白
し
と
い
う
雷
葉
を
聞
く
と
、
我
々
は
、
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
事
物
の
う
ち
に
あ
る
全
て
の
本
性
、
全
て
の
圏
有
性
を
心
に
思
い
浮
べ
る
の
で
は
な
く
、
　
只
、
「
理
性
的
な
死
す
べ
き
動
物
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
思
い
浮
べ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
＊
．
．
Z
§
。
霊
｛
§
ヨ
¢
募
（
一
£
棄
ξ
硬
き
。
・
冨
＆
。
蓼
。
弩
暢
｝
三
皇
㎞
三
。
浮
。
霧
毎
｝
ぎ
一
．
甕
ぎ
三
．
a
舞
ヨ
多
至
9
。
・
。
籠
℃
窪
．
鷲
博
．
筈
。
・
貫
、
婁
ぎ
。
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
h
す
．
。
き
§
ω
。
裟
．
2
目
塗
2
ヨ
9
¢
黛
・
．
ぎ
讐
。
、
＜
飢
或
ぴ
鼠
。
、
く
。
一
、
賦
σ
二
B
．
L
§
副
。
§
首
き
轟
§
．
聖
、
戸
§
く
焦
箕
。
嘗
。
婁
二
β
ぬ
§
。
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
器
ぴ
霧
。
・
昏
凶
。
。
勢
も
・
§
び
。
二
三
き
ヨ
藏
。
・
零
8
裁
。
ご
。
・
a
§
套
導
℃
。
牧
ず
。
B
◎
、
§
…
”
毒
夢
。
二
，
讐
。
毒
誹
ヨ
。
碁
夢
．
、
…
（
○
℃
・
　
o
凶
r
℃
●
憩
圃
）



　
以
上
二
つ
の
こ
と
か
ら
、
邸
ち
、
普
濁
的
な
書
葉
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
思
惟
、
普
遍
的
な
も
の
の
思
惟
は
、
抽
象
的
思
惟
で
あ
る

こ
と
、
抽
象
的
思
惟
は
室
鷹
な
思
惟
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
か
ら
、
普
遍
的
な
も
の
の
思
惟
が
、
室
虚
な
思
権
で
は

な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
又
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
か
る
思
惟
が
思
惟
す
る
共
通
的
概
念
、
及
．
び
、
か
か
る
思
惟
を
生
み
出

す
普
遍
的
な
雷
葉
は
、
室
虚
で
は
な
く
、
諸
事
物
の
献
態
に
封
議
し
、
諸
事
物
を
正
し
く
表
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
謹
さ
れ
る
。

　
以
上
で
、
普
遍
的
な
言
葉
が
い
か
に
し
て
個
々
の
諸
事
物
を
表
示
す
る
か
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
普
遍
的
な
零
話
を
聞
く
と
、
我
々

は
、
直
ち
に
、
抽
象
的
思
惟
に
よ
っ
て
、
共
通
的
概
念
を
思
惟
す
る
が
、
共
通
的
概
念
に
は
、
野
々
の
事
物
が
、
そ
れ
に
お
い
て
一
致
し

て
い
る
と
こ
ろ
の
事
物
の
「
状
態
」
が
封
悲
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
共
通
的
概
念
を
思
漏
す
る
抽
象
的
思
惟
が
、
事
物
の
状
態
に
そ

ぐ
わ
な
い
室
盧
な
思
惟
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
よ
う
。
そ
れ
故
、
普
遍
的
な
言
葉
は
、
共
通
的
概
念
、
及
び
、
事
物
の
「
状

態
」
を
通
し
て
、
偲
々
の
事
物
を
表
示
す
る
。

　
さ
て
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
砂
面
』
に
お
い
て
、
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
』
が
提
出
す
る
三
つ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
前
提
と

し
て
、
自
己
の
普
遍
論
を
大
要
、
以
上
の
如
く
に
記
更
す
，
る
、
我
々
は
、
次
に
、
こ
の
普
遍
論
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
諸
要
素
を
、
ポ

ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
、
及
び
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
跡
づ
け
て
考
察
し
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
い
か
に
自
己
の
普
遍
論
の
う
ち

に
取
入
れ
て
い
る
か
を
究
明
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

三

　
　
　
第
一
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
唯
名
論
を
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
範
疇
論
註
繹
』
に
跡
づ
け
、
次
に
、
彼
の
状
態
設
の
淵

　
　
源
を
、
命
じ
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
イ
サ
ゴ
…
ゲ
干
害
』
に
求
め
、
最
後
に
、
彼
の
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
を
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
『
イ
サ
ゴ
！

　
　
ゲ
』
か
ら
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

螂　
　
　
　
　
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
遡
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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哲
學
研
究
　
第
暇
百
五
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

　
第
一
の
黙
に
落
し
て
は
、
先
ず
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
範
疇
論
註
程
』
第
一
魯
血
忌
を
冤
て
、
こ
こ
に
ア
ベ
ラ
…
ル
の
唯
名
論
の
典
慷

が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
次
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
、
こ
れ
を
彼
自
身
の
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
註
縄
』
『
命
題
冠
註
繹
』
に
、
　
い
か
に
取
入
れ
て
い

る
か
を
考
察
し
よ
う
。

　
さ
て
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
範
疇
論
註
繹
』
第
一
巻
序
読
を
冤
る
と
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
こ
こ
で
、
『
範
疇
論
』
が
取
扱
っ
て
い
る

の
は
事
物
で
は
な
く
、
言
葉
（
〈
o
×
或
は
。
・
臼
、
§
o
）
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
し
て
、
主
張
し
て
い
る
。

　
獲
る
人
々
は
、
『
範
．
瞬
論
』
に
、
『
諸
事
物
に
つ
い
て
』
と
い
う
標
題
を
附
し
、
他
の
人
々
は
『
諸
事
物
の
類
に
つ
い
て
』
と
い
う
標
題

を
輿
え
た
が
、
ど
ち
ら
も
隅
様
の
誤
を
犯
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
こ
の
書
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
諦
事
物
の
類
で
も
、
又
、
諸
事
物

で
も
な
く
、
諸
事
物
の
類
を
表
示
す
る
欝
葉
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
こ
と
を
、
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
霞
身
が
、
「
結
合
に
よ
ら
ず
し
て
軍
猫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
を

譜
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
百
々
の
も
の
の
う
ち
、
叢
る
も
の
は
饗
鐙
を
表
示
し
、
蹴
る
も
の
は
量
を
表
示
す
る
」
と
い
う
落
葉
で
明
言
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
モ
　
　
つ

る
。
も
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
こ
の
書
の
な
か
で
、
諮
穣
物
の
数
分
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
表
示
す
る
と
は
言
わ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
た
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
事
物
は
、
表
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
表
示
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
ら
。

　
更
に
又
、
「
上
灘
の
も
の
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
磨
磯
肯
定
に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
　
こ
れ
ら
の
梢
互
の
結
合
に
よ
っ
て
肯

定
が
生
じ
る
」
に
よ
っ
て
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
こ
こ
で
、
事
物
で
は
な
く
、
事
物
を
表
示
し
て
い
る
書
葉
を
考
察
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
陳
蓮
（
9
，
麟
詳
O
）
に
骨
定
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
請
事
物
が
結
合
さ
れ
て
も
肯
定
が
生
じ
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
そ
こ
で
、
蒼
々
の
範
疇
が
結
合
さ
れ
る
と
轡
定
が
生
じ
、
肯
定
は
陳
述
の
う
ち
に
し
か
な
い
、
し
か
し
て
、
肯
定
が
生
じ
る
よ
う

に
結
合
さ
れ
る
の
は
、
諸
事
物
を
表
示
す
る
雷
獣
で
あ
る
、
と
す
れ
ば
、
『
範
疇
論
』
が
取
扱
っ
て
い
る
の
は
、
諸
事
物
で
は
な
く
、
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ぷ

事
物
を
表
示
す
る
雷
葉
で
あ
る
。
從
っ
て
、
『
諸
事
物
に
つ
い
て
』
或
は
『
諸
事
物
の
類
に
つ
い
て
』
と
い
う
標
題
は
正
し
ズ
な
い
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
『
範
疇
論
』
第
四
意
の
・
．
跳
u
糞
琵
、
§
飾
＼
§
§
黛
弛
。
轟
℃
浮
灘
烹
ミ
ミ
璽
靴
黛
象
薯
滞
ミ

。
罫
．
§
q
壽
熊
冨
へ
逸
§
q
ζ
…
：
罪
§
噴
§
膨
嬉
℃
・
・
、
ミ
ミ
§
℃
9
さ
駕
℃
、
㌦
ヘ
ミ
．
ミ
さ
セ
。
亀
契
へ
名
広
繋
鼠
q
恥
こ
幾
重
ミ
》
息
灘
暑
印
影
沁
気
袋
さ
勘
ξ
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q
～
ミ
辻
。
轟
零
叫
奪
ミ
へ
の
｝
、
へ
｝
・
て
角
》
、
へ
、
、
を
典
擦
と
し
、
範
疇
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
事
物
で
は
な
く
需
葉
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぬ
ネ

範
疇
は
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ゥ
ス
に
よ
れ
ば
、
貫
高
の
類
（
導
ミ
§
。
・
西
。
薯
ω
ぴ
q
窪
。
邑
誘
冒
書
誌
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
類
或
は
種
は
、

一
般
的
に
書
え
ば
、
普
遍
は
、
事
物
で
は
な
く
、
書
葉
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
生
じ
る
。
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
範
疇
が
欝
葉
で
あ
る
こ
と
を

澄
示
す
る
、
こ
の
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
論
擦
を
、
彼
農
身
の
『
範
疇
論
註
羅
』
の
な
か
に
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
鍛
高
の
類
（
α
q
o
”
葺
砂
σ
q
窪
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ポ
ウ
ロ
よ

贋
賊
勢
閣
ヨ
彊
ヨ
）
は
く
O
x
で
あ
る
と
繰
返
し
力
塗
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
普
漏
ぼ
諸
事
物
を
表
承
す
る
く
◎
×
で
あ
る
と
い
う
彼
の
唯
名
論

は
、
か
か
る
ボ
エ
テ
ー
ウ
ス
の
『
範
疇
論
註
繰
』
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
＊
．
．
Z
跨
鑓
呈
。
（
三
（
剛
0
9
陰
影
麩
）
き
謬
号
話
置
ヨ
σ
q
臥
蚕
．
岡
ぴ
3
壼
ρ
琴
号
諺
9
辞
。
・
。
島
号
ω
。
§
9
雲
霧
雲
霞
露
σ
窺
2
。
鎚
農
瓢
漆
§
註
ぴ
霧
津
ρ

　
　
　
　
　
　
　
ぎ
。
。
雲
譲
§
舞
霧
ぴ
”
ぴ
曇
さ
ぎ
。
＜
簿
。
≧
宙
。
｛
。
騨
鷲
＆
。
。
導
霧
9
周
湯
簿
搾
図
2
．
肖
§
豊
麗
§
§
夏
日
簗
二
扁
画
嚢
8
ヨ
立
法
§
§

　
　
　
　
　
　
　
穿
§
窪
び
旨
α
q
三
¢
ヨ
き
櫛
雲
蔓
諺
鐙
毎
。
・
酋
養
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あ
　
　
　
も

　　

氓
ﾉ
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
、
か
か
る
唾
名
論
に
い
か
に
徹
し
て
い
る
か
を
、
『
命
題
論
』
第
七
葦
「
事
物
の
う
ち
の
生
る
も
の
は
普
濁
的

で
あ
り
、
懸
る
も
の
は
欄
携
的
畷
、
、
あ
る
（
、
鳴
鎚
激
魯
2
露
霜
℃
養
偽
・
h
N
8
毬
℃
起
ミ
ミ
壇
§
男
縁
蓉
偽
、
野
9
．
。
8
℃
…
…
）
」
の
解
繹
の
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

見
よ
う
。
後
に
ト
マ
ス
は
、
こ
こ
を
典
擦
と
し
て
、
實
在
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
逆
に
、
こ
の
箇
所
を
も
唯
名
論
的

に
解
序
す
る
。
即
ち
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
”
、
〈
の
ラ
テ
ン
澤
で
は
、
ρ
鴬
§
㌶
き
騨
寡
。
扇
げ
碧
。
ぬ
巳
瓜
o
B
器
箋
ヨ
g
開
く
2
，
ω
巴
町
密
9
＜
霧
○

　
　
　
　
　
　
　
ア
ベ
ラ
！
ル
の
普
遍
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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哲
學
研
究
　
第
四
百
五
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う

。。

ｬ
σ
登
巴
鶏
鑓
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
一
峯
。
葺
、
韓
、
仁
ヨ
に
8
ヨ
一
§
を
補
え
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
諸
事
物
の
名
稻

の
な
か
で
或
る
も
の
は
普
遍
的
で
あ
り
、
或
る
も
の
は
燗
量
的
で
あ
る
〕
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
魂
の
う
ち
に
把
持

さ
れ
る
概
念
を
一
つ
の
質
と
し
、
そ
の
要
る
も
の
は
普
遍
的
で
あ
り
、
或
る
も
の
は
個
携
的
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
こ
こ
を
解
し
て
い

　
　
ぷ
を
ぶ

る
か
ら
、
ア
ベ
ラ
…
ル
の
解
繹
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
範
疇
論
三
富
を
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
を
離
れ
て
、
『
命
題
論
』
に
ま
で
酋
尾
一
貫
さ

せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
同
じ
よ
う
な
毘
解
は
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
問
題
の
解
決
の
う
ち
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
ア
ベ
ラ
…
ル
は
、
「
類
や
種
は
費
在
す
る
か
、

そ
れ
と
も
輩
に
恩
考
の
う
ち
に
の
み
存
す
る
か
し
と
い
う
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
第
一
の
閥
題
を
、
「
類
や
種
は
、
亟
に
存
在
す
る
も
の
を

カ
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
へ

表
示
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
キ
イ
マ
エ
ラ
や
山
羊
鹿
の
如
き
名
稔
の
よ
う
に
、
室
虚
な
思
い
な
し
の
う
ち
に
の
み
存
す
る
か
」
と
い
う
意

味
に
解
し
、
こ
れ
に
封
し
て
、
樋
別
的
な
名
書
が
表
尽
す
る
の
と
同
じ
實
在
を
表
示
す
る
、
そ
れ
故
、
饗
在
し
、
翠
に
室
虚
な
思
い
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぷ
セ
　

の
う
ち
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
答
え
る
。
部
ち
、
「
類
や
種
は
賢
在
す
る
か
」
は
、
「
實
在
し
て
い
る
も
の
を
表
示
す
る
か
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
と
し
、
先
に
、
　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
爲
の
準
備
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
麟
己
の
普
賢
論
か
ら
、
「
費
在
し
て
い
る
も
の

を
表
示
す
る
、
そ
れ
故
、
實
雀
す
る
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
状
態
説
を
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
註
繹
』
に
跡
づ
け
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
ポ
ル
フ
ィ

リ
ウ
ス
が
三
つ
の
出
題
を
提
起
し
て
い
る
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
』
序
説
に
封
ず
る
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
註
繹
を
兇
る
と
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
自
身
、

こ
こ
で
特
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
を
是
認
す
る
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
書
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
範
疇
論
』
の
入
門
書
で
あ
る
と
い

う
理
由
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
に
高
い
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
問
題
に
青
し
て
、
一
つ
の
答
を
輿
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

　
瘤
々
の
も
の
か
ら
牧
集
さ
れ
た
、
個
々
の
も
の
の
類
似
が
、
魂
に
よ
っ
て
思
考
さ
れ
、
充
分
に
晃
ら
れ
る
と
種
が
生
じ
、
様
々
の
種
の

類
似
が
思
考
さ
れ
る
と
類
が
生
じ
る
。
從
っ
て
、
種
と
は
、
数
的
に
類
似
し
な
い
個
々
の
も
の
の
實
膿
的
類
似
か
ら
得
ら
れ
た
概
念
に
外

な
ら
ず
、
類
と
は
、
諸
々
の
種
の
閣
の
類
似
か
ら
得
ら
れ
た
概
念
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
類
似
は
、
個
々
の
も
の
の
う
ち
に
お
い
て
は
可

感
的
で
あ
り
、
普
遍
的
な
も
の
の
う
ち
に
お
い
て
は
可
知
的
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
可
感
的
で
あ
る
時
に
は
、
面
々
の
も
の
の
内
に
存

卸
し
、
思
惟
さ
れ
る
畦
は
普
遍
的
と
な
る
、
卸
ち
、
類
、
種
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
類
や
種
は
可
感
的
な
も
の
の
う
ち
に
實
在
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

る
。
し
か
し
、
物
燈
か
ら
分
離
し
た
も
の
と
し
て
思
惟
さ
れ
る
。

　
要
す
る
に
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
類
と
か
種
と
か
言
わ
れ
る
も
の
は
、
個
々
の
も
の
が
他
の
も
の
と
共
有
し
て
い
る
、
他
の
も

の
と
の
類
似
一
そ
れ
は
、
個
々
の
も
の
の
う
ち
に
お
い
て
可
感
的
な
様
態
で
實
在
し
、
個
々
の
も
の
を
離
れ
て
は
現
費
に
存
在
し
得
な

い
一
が
我
々
の
知
性
の
働
に
よ
っ
て
、
個
々
の
も
の
か
ら
引
離
さ
れ
、
可
知
的
で
普
遍
的
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
思
惟
さ
れ
て
い
る
近
々
の
事
物
相
互
の
類
似
、
即
ち
、
類
や
種
は
、
事
物
の
う
ち
に

　
　
　
　
ア
ペ
ラ
ー
ル
の
普
逓
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
蕊
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お
い
て
の
あ
り
方
と
異
っ
た
あ
り
方
に
あ
る
。
す
る
と
類
や
種
の
如
き
概
念
は
、
室
磁
な
概
念
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
配
し
て
、
ボ
エ
テ

ィ
ウ
ス
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

　
我
々
は
、
物
学
か
ら
分
離
し
て
煙
感
に
存
在
し
得
な
い
線
を
、
精
糖
に
よ
っ
て
物
磯
か
ら
引
離
し
て
把
握
す
る
が
、
そ
の
際
、
決
し
て

儒
の
線
を
考
え
て
は
い
な
い
。
け
だ
し
、
事
物
の
存
在
様
態
と
は
溺
様
に
あ
る
思
念
（
ぎ
呂
雛
0
9
器
）
が
、
壼
て
虚
儒
で
あ
る
の
で
は
な

く
て
、
人
心
と
馬
と
を
結
害
し
て
、
毎
分
入
間
で
あ
り
牢
愛
馬
で
あ
る
怪
物
を
考
え
る
場
合
の
如
く
に
、
事
裁
上
結
含
さ
れ
て
い
な
い
も

の
を
結
賦
す
る
思
念
の
み
が
虚
翁
で
あ
る
か
ら
。
譲
事
物
の
う
ち
に
あ
る
も
の
を
分
割
し
抽
象
し
て
、
濁
立
に
取
り
出
す
思
念
は
、
決
し

て
虚
儒
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
か
か
る
思
念
の
み
が
事
物
の
賑
有
性
を
晃
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
類
や
種
は
、
そ
れ
故
、
可
感
的
な
も
の
の

う
ち
に
あ
る
が
、
可
感
的
な
も
の
か
ら
引
．
離
さ
れ
、
猫
立
に
思
椎
さ
れ
る
の
は
、
可
感
的
な
も
の
の
本
性
、
固
有
盤
が
充
分
に
把
握
さ
れ

　
　
　
　
　
　
ぷ
　

ん
が
爲
で
あ
る
。

　
　
さ
て
、
以
上
が
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
問
題
に
封
ず
る
解
答
と
い
う
形
弔
、
展
開
さ
れ
て
い
ヴ
。
9
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
普
遍
論
で
あ
る
が
、
我

　
々
の
魂
の
外
に
お
い
て
、
諸
事
物
の
う
ち
に
可
感
的
な
状
態
で
存
在
す
る
講
事
物
根
互
の
類
似
が
、
類
概
念
や
種
概
念
の
貰
在
的
基
盤
で

・
あ
る
と
い
う
考
は
、
ア
ペ
ラ
ー
ル
の
状
態
説
の
漂
型
で
あ
る
よ
う
に
覆
わ
れ
る
。
継
々
の
諸
事
物
の
う
ち
に
あ
る
類
似
を
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、

　
共
遜
的
な
「
状
態
篇
と
い
う
雷
葉
で
表
現
し
、
ギ
ヨ
…
ム
批
閥
を
零
し
て
、
先
に
遽
べ
た
如
く
に
、
明
白
に
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
ぶ
ま
　

　
が
で
き
よ
う
。

＊

．
．
ρ
3
9
．
＄
貫
き
簿
識
g
o
養
露
虫
。
焦
諺
〔
c
σ
凄
搾
霧
讐
ご
ε
N
｝
o
窪
㏄
…
轟
轟
覧
困
三
三
藪
憩
勇
三
8
暑
ヨ
砿
ぎ
窯
ε
島
0
8
蓬
σ
q
白
鍵
♪
三
〇
×
埠
回
σ
q
乱
齢

ぎ
き
…
＝
3
壽
叢
飛
胃
焦
欝
警
…
蓉
霧
囮
三
諺
浮
匙
勲
｛
翻
切
ぎ
讐
鼠
。
ψ
（
宏
p
窮
ぎ
碁
盤
。
。
£
ぎ
δ
§
ぎ
。
＜
。
鎚
9
。
門
タ
δ
鷲
議
麓
。
遷
宮
㎝
℃
8
陶
2

タ
萎
弓
§
飼
竜
。
。
…
。
コ
§
二
二
舅
斑
＾
刷
㎞
1
・
。
誠
錠
門
巨
8
鼠
〔
ご
，
鍛
欝
・
・
ぎ
…
獄
讐
（
剛
ρ
訟
＝
p
c
勢
＝
同
二
字
葛
篭
。
息
。
ぴ
寒
い
三
巴
ぎ
。
舞
ρ
§
ぎ
岱
剛
く
罷
ε
凱
霧
蓉

　
回
§
讐
｛
。
茎
猟
津
謬
讐
四
三
3
睡
β
論
蓉
ぎ
α
α
簑
僻
一
〔
ゆ
二
箆
。
ヨ
ぎ
。
・
㎜
轟
餌
閂
m
鯉
乾
）
戸
鍔
O
護
問
3
三
戸
鯉
憎
く
建
。
’
5
…
蕩
装
一
汗
門
葉
義
三
〔
で
0
9
野
＾
訂
℃
。
鼠
霧

塁
器
娼
象
§
号
。
静
凱
二
一
6
0
σ
二
野
捗
附
0
8
ぽ
。
欝
舞
剛
困
｝
蝕
〆
、
賦
二
〇
轟
き
（
扁
舅
ぎ
駈
ぞ
ヨ
彰
電
顕
。
箋
ぴ
警
§
瓢
簿
凱
甑
鑓
問
簿
巨
貯
ρ
σ
q
窪
蝉
も
・
く
甦
0
8
σ
q
ぽ
註
0

6
0
浮
。
霧
。
呂
愚
。
魚
。
議
曇
。
。
雨
露
羨
ε
臼
瓢
○
・
Q
Q
o
儀
ξ
8
・
・
幽
門
隷
ξ
畠
o
o
謡
諺
ぎ
切
ぎ
鹸
集
鯉
臨
σ
器
。
静
島
田
蕊
M
醸
｛
陶
。
・
”
2
造
営
露
量
く
。
誘
ρ
賦
σ
話
“
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簿
ぎ
8
圃
蒜
三
塁
…
8
創
§
碧
。
簿
。
篇
。
2
ヨ
。
・
2
甑
び
藪
。
臼
・
菰
諺
…
轟
乱
鼠
げ
霧
鷺
§
碧
。
5
§
巳
翼
。
凝
ぎ
一
．
』
；
昏
。
舞
鐸
。
。
各
。
・
蜂
§
昏

　
　
　
　
　
　
。
薦
。
。
ぎ
雪
。
粟
窪
㌶
い
聲
象
σ
Q
§
ε
村
雲
酔
§
で
同
．
鎚
q
8
・
．
℃
9
，
紗
、
”
（
じ
¢
O
O
識
瓢
仁
∫
　
同
鎚
　
℃
◎
『
℃
ぴ
望
G
℃
卜
．
①
劇
v
c
o
U
　
ご
⇒
轟
Ω
）

　
　
　
楽
．
．
Z
§
。
q
α
q
。
儀
冨
首
切
ぎ
ヨ
き
。
・
図
馨
p
ヨ
8
σ
Q
一
霞
ρ
タ
§
H
二
二
露
＄
ヨ
ヨ
。
艮
。
。
畳
三
戸
向
暑
鼠
讐
．
簿
。
§
8
壱
。
罠
ω
F
2
ヨ
で
弓
9
。
羅

　
　
　
　
　
　
8
壱
。
郵
。
毯
鐸
§
ゆ
霧
搾
譲
§
。
三
ヨ
。
弓
勢
金
ぢ
×
。
・
駕
薯
。
辞
り
，
。
σ
霧
建
箕
ξ
ぎ
。
濠
象
¢
・
・
裟
δ
．
謹
琵
彰
ω
。
8
営
器
義
冨
び
。
夢

　
　
　
　
　
　
鐘
㏄
基
。
馨
窯
帥
§
儒
書
。
鵠
触
弘
鼠
舞
ゆ
戸
畿
§
ρ
急
ぴ
。
。
ぎ
8
ヨ
℃
。
豊
g
。
馨
…
紳
莚
。
・
器
。
静
g
2
ヨ
ぎ
ヨ
謬
回
㊦
ヨ
碧
雲
。
。
ρ
き
ヨ

　
　
　
　
　
　
篇
§
σ
q
。
器
℃
三
舞
婁
。
6
2
伶
9
葺
、
∬
欝
θ
鑑
蚕
，
・
圃
（
剛
ぎ
黛
く
戴
。
賦
ぎ
ω
。
捗
移
琴
霧
｛
δ
急
ぎ
捻
β
瓢
。
ρ
零
露
ヨ
び
霧
魯
謀
謬
ぴ
蕊
ぎ
ゆ
三
9
・
・

　
　
　
　
　
　
⇔
§
帥
。
B
6
F
き
瓢
諺
◎
9
陣
門
的
蕊
㎞
帰
§
。
絵
コ
、
興
§
扁
。
貯
欝
切
。
ぎ
ぎ
亀
。
6
酔
蕊
月
頃
巳
欝
箕
。
滋
．
M
。
韓
。
〈
。
塗
薬
裟
貯
蚕
耐
㎞
N
，
。
唱
。
§
榊
齢

　
　
　
　
　
　
三
韓
蓉
2
＝
ゑ
諺
ヨ
。
象
村
。
ω
ぎ
8
愚
9
．
熱
び
湊
効
お
ぎ
汐
も
・
。
霧
剛
ぴ
簸
賦
し
・
誘
げ
蕾
．
儒
艮
。
薫
σ
q
§
ε
醜
翌
8
月
舘
曽
。
舅
ω
。
蕊
回
護
昼
三
8
霊
ヨ

　
　
　
　
　
　
霧
鐙
鎚
讐
謎
豆
鼠
9
箕
6
璽
剛
9
p
。
。
奉
｝
。
畏
8
ヨ
騒
．
。
ぎ
銘
．
．
．
（
○
℃
「
o
凶
び
　
o
Q
蜘
　
》
切
）

　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
錠
凹
亀
0
9
蕊
を
「
思
念
偏
と
繹
し
た
の
は
、
「
概
念
扁
「
思
惟
」
薦
方
の
覗
．
恵
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
黍
＊
　
更
に
又
、
事
物
の
あ
り
方
と
は
別
様
に
あ
る
思
惟
或
は
思
念
は
、
必
ず
し
も
空
樽
で
は
な
い
と
い
う
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
見
解
は
、
ア
ベ
ラ
…
ル

　
　
　
　
　
　
の
下
に
お
い
て
「
事
物
の
存
在
摸
態
は
、
そ
れ
が
思
惟
さ
れ
る
縫
態
と
問
じ
で
は
な
い
」
と
い
う
命
題
を
生
み
、
十
三
轍
紀
の
盛
期
ス
コ
ラ
に

　
　
　
　
　
　
ま
で
う
け
灘
が
れ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
ア
ベ
ラ
…
ル
が
、
普
遍
的
な
…
一
室
集
に
よ
っ
て
共
遽
的
概
念
が
表
一
が
さ
れ
る
こ
と
を
、
遥
々
の
…
暴
威
に
よ
っ
て
保
讃
す
「
る
際
に
、

プ
ラ
ト
ー
を
擁
護
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見
解
と
一
致
さ
せ
ん
と
し
て
提
出
し
た
、
彼
濁
自
の
解
羅
を
吟
味
し
、
歴
史
的
に
考
察
し
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
先
に
蓮
べ
た
如
く
、
ア
ベ
ラ
…
ル
は
、
普
遍
的
な
名
稔
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
、
從
っ
て
、
　
一
婦
の
韓
用
に
よ
っ
て
普
遍
的
と
蓄
わ
れ

る
、
動
物
と
い
う
本
性
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
常
に
可
感
的
な
も
の
の
う
ち
に
お
い
て
存
在
す
る
と
考
え
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
本

病
を
現
實
的
に
考
察
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
、
こ
れ
に
訳
し
て
、
プ
ラ
ト
…
は
、
こ
の
本
性
が
．
司
感
的
な
も
の
か
ら
分
離
し
、
そ
れ
自
習
に

お
い
て
本
性
的
に
自
立
す
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
そ
の
現
實
に
漏
し
て
否
定
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
本
性

的
な
遽
鷹
性
（
簿
麿
匿
銭
○
）
と
い
う
観
黙
か
ら
認
め
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
ガ
．
」
あ
る
、
と
し
て
、
流
者
の
調
麹
を
計
っ
た
。
プ
ラ
ト

ー
を
か
く
解
し
て
、
そ
の
見
解
が
何
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
児
解
と
尊
慮
し
な
い
と
す
る
以
上
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
愚
身
が
、
個
膿
の
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
ア
ベ
ラ
…
ル
の
普
詳
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
五
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九
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現
費
的
に
存
在
す
る
動
物
と
い
う
本
性
1
そ
れ
は
、
普
遍
的
な
名
稔
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
が
故
に
、
一
種
の
韓
絹
に
よ
っ
て
普
遍
的

と
書
わ
れ
る
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
淫
し
て
共
通
的
原
因
た
る
事
物
の
「
状
態
」
が
取
得
さ
れ
る
一
に
、
そ
れ
が
個
灘
の
う
ち
に
お
い
て

有
す
る
存
在
か
ら
濁
立
し
た
、
そ
れ
以
前
の
何
ら
か
の
存
在
を
認
め
て
い
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
提
出
し
た
第
三
の
問
題
に
際
し
て
與
え
た
解
決
を
考
察
す
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
部
ち
、

ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
第
三
の
問
題
と
は
、
普
遍
は
、
非
物
膿
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
可
感
的
な
も
の
の
う
ち
に
あ
る
か
、
そ
れ
と

も
、
可
感
的
な
も
の
か
ら
労
離
し
て
存
在
す
る
か
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
記
し
て
、
ア
ベ
ラ
…
ル
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う

　
つ
ま
り
、
「
普
遍
は
、
可
感
的
な
も
の
の
う
ち
に
存
在
す
る
、
即
ち
、
可
感
的
な
事
物
の
う
ち
に
存
在
す
る
内
的
な
實
膿
を
外
的
な
諸

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

形
相
に
よ
っ
て
表
示
す
る
。
そ
し
て
、
語
感
的
な
事
物
の
う
ち
に
現
實
的
に
存
在
す
る
こ
の
賢
膿
を
表
示
す
る
と
同
時
に
、
既
に
上
に
プ

ラ
ト
…
に
從
っ
て
論
じ
ら
れ
た
如
く
に
、
繁
藤
的
な
事
物
か
ら
本
性
的
に
分
離
し
た
こ
の
岡
じ
賢
膿
を
謹
示
す
る
。
そ
れ
故
に
、
類
や
種

は
認
許
的
な
も
の
う
ち
に
あ
り
得
る
か
、
と
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
或
る
も
の
は
音
感
的
な
事
物
の
う
ち
に
あ
る
、
と
答
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
場
合
、
感
性
を
離
れ
て
も
、
本
性
的
に
永
存
す
る
よ
う
に
し
て
。
砿

　
こ
こ
に
お
い
て
、
ア
ベ
ラ
…
ル
が
、
　
一
種
の
磁
心
に
よ
っ
て
普
遍
的
と
も
欝
わ
れ
る
本
性
、
流
感
的
諮
事
物
の
う
ち
に
存
す
る
可
感
下

身
事
物
相
互
の
類
似
た
る
事
物
の
「
状
態
」
が
そ
れ
に
則
し
て
取
得
さ
れ
る
本
性
を
、
皐
に
可
感
的
諸
事
物
の
う
ち
に
認
め
て
い
た
の
み

な
ら
ず
、
可
感
的
諦
事
物
に
本
性
的
、
繍
然
的
に
先
立
ち
、
そ
れ
自
灘
霞
存
す
る
も
の
と
し
て
も
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
後
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
書
翰
で
言
え
ば
、
普
遍
は
9
葺
◎
完
ヨ
で
あ
る
と
い
う
考
で
あ
る
。
或
は
又
、
こ
れ
を
ア
ベ

ラ
ー
ル
の
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。

＊

．
．
弾
良
6
∈
9
ε
暢
鐸
臨
く
2
鶏
嵩
p
。
。
ζ
ぴ
も
・
…
湊
。
き
凶
箒
。
・
○
蕊
四
壁
畿
σ
諾
。
・
㌦
焦
。
ω
ひ
ら
。
ぼ
三
陰
嚢
器
一
葺
き
題
。
＄
ヨ
。
・
三
軍
5
囲
三
p
§
o
×
ジ
二
三
〇
ヨ
㎞
菖
弓
。
。
・
o
塁
笹
譲
。
掴

。
穀
。
臨
。
ユ
ぴ
霧
8
脈
影
…
も
・
窪
。
瓢
ヨ
o
p
鳶
こ
・
¢
ジ
再
9
3
二
巴
諺
。
・
蒔
欝
誤
0
2
き
訟
¢
p
o
碧
羅
p
簿
。
弓
。
。
¢
ヌ
冥
目
一
二
需
零
霧
宕
厳
v
◎
鎗
廷
。
き
三
白
g
雛
票
霞
翫
ぽ
。
噌
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器
窓
蜀
雪
露
p
。
3
総
霧
鐘
M
蝋
牙
日
。
蕊
身
き
計
ω
凶
。
暮
。
。
唇
①
欺
昌
偏
舞
雷
罷
鷺
o
g
ヨ
儀
象
。
琶
蛍
葛
く
貯
ζ
。
・
：
…
：
α
民
o
B
。
導
。
』
琵
①
弓
。
冨
貯
憎
矯

§
震
巳
ゑ
§
B
鳩
◎
も
・
ω
。
翼
ぎ
。
・
。
霧
薫
誓
¢
。
・
・
ω
隻
①
；
。
。
・
℃
§
畠
2
ξ
紆
量
ず
g
紆
ヨ
農
。
勢
ぎ
宏
ぎ
欝
讐
。
ジ
露
℃
話
。
§
ω
。
M
髪
黒
翼
。
β

弩
無
無
。
ε
§
g
計
轟
榊
ξ
黒
区
憎
℃
段
欝
碧
魯
㌶
薩
、
．
（
O
ワ
簿
齢
ワ
器
）

　
さ
て
、
か
か
る
思
想
の
直
接
的
淵
源
を
求
め
れ
ば
、
我
々
は
、
や
は
り
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
』
、
及
び
、
そ
れ
に
封
ず

る
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
註
繹
に
董
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
』
の
う
ち
に
、
普
遍
は
沁
葺
。
お
露
で
あ
る
と
い
う
考
が
現
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
随
所
に
晃
受
け
ら
れ
る
が
、
最
も

明
ら
か
な
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
類
は
附
帯
蒋
（
q
蒸
勲
曾
ミ
の
）
よ
り
よ
り
先
な
る
も
の

（　

A
㌧
醜
占
地
。
℃
）
で
あ
る
こ
と
を
論
心
す
る
際
に
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
は
、
附
帯
有
は
主
に
個
髄
の
う
ち
に
あ
る
、
と
こ
ろ
が
類
や
種
は
本
性

的
に
個
膿
的
賢
膿
に
先
立
っ
（
欝
癖
嫉
ミ
鈷
無
動
唱
黛
象
へ
図
ゑ
驚
禽
慧
ヒ
紳
首
§
。
鷺
葛
℃
）
、
そ
れ
故
、
類
は
附
帯
有
に
先
立
つ
、
と
論
じ

　
　
ぶ

て
い
る
。
又
、
類
と
種
の
共
通
性
に
嬉
し
て
、
類
と
種
に
共
算
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
蓮
語
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
よ
り
も
、
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

り
先
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
　
　
　
’
　
　
2
　
　
　

~
ド
ぐ
。
胸
黛
菖
ミ
リ
破
篭
“
3
司
為
。
需
も
。
み
伽
℃
ミ
e
罵
飛
寝
醜
心
N
o
為
恥
へ
q
寝
｛
）
、
と
も
需
っ
て
い
る
Q
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
ぷ

に
、
類
と
種
の
相
違
に
憂
し
て
、
類
は
本
性
的
に
種
に
先
立
つ
Q
左
翼
旨
い
還
“
需
ミ
錨
黛
濤
へ
影
『
漁
業
）
と
い
う
雷
葉
も
見
出
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
よ
り
普
遍
的
な
る
も
の
程
、
本
性
的
に
よ
り
先
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
な
か
で
擁
「
類
や
種
は
本
性
的
に
個
壁
貫
實
燈
に
先
立
つ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
題
し
て
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
次
の
よ
う
に

註
減
し
て
い
る
。
即
ち
、
類
は
、
そ
れ
が
述
語
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
か
ら
そ
の
實
膿
（
ω
偏
げ
鞠
9
け
9
冨
鉱
員
）
を
取
得
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
實
膿
及
び
形
相
が
、
構
成
的
種
差
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
完
威
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
根
允
よ
り
賢
膿
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
。
從

っ
て
、
類
を
種
に
分
捌
す
る
種
差
が
取
去
ら
れ
て
も
類
は
溝
滅
す
る
こ
と
な
く
、
類
を
構
成
す
る
、
即
ち
、
類
の
形
相
及
び
定
義
を
完
成

す
る
と
こ
ろ
の
諸
女
の
も
の
に
お
い
て
存
寄
す
る
。
そ
れ
故
、
類
は
、
種
が
濡
滅
し
て
も
、
そ
の
固
有
の
實
膿
で
永
存
す
る
。
種
と
個
禮

の
驕
係
も
岡
様
で
あ
る
。
種
は
上
位
の
種
差
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
よ
り
後
な
る
個
膿
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い

　
　
　
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
普
遜
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
七
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誓
學
研
究
　
第
四
否
五
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
モ
　
　
も

か
ら
。
從
っ
て
、
種
は
個
膿
以
前
に
自
存
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
、
附
帯
有
は
、
そ
れ
が
附
帯
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
（
師
ち
、
個
膿
）
が
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぜ
ぜ
ぶ

れ
ば
、
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
故
、
類
は
附
帯
有
に
先
立
つ
。

　
以
上
に
お
い
て
、
類
や
種
の
如
き
普
遍
は
個
々
の
個
物
に
先
立
っ
て
自
存
す
る
と
い
う
考
が
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
う
ち
に
も
見
出
さ
れ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
直
接
的
淵
源
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ

と
も
、
ア
ペ
ラ
ー
ル
自
身
は
、
類
や
種
の
如
き
言
葉
と
、
そ
れ
ら
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
る
本
性
を
明
白
に
囁
甘
し
、
類
や
種
に
よ
っ
て
衰

示
さ
れ
る
本
性
が
燗
膿
に
先
立
ち
、
そ
れ
自
膿
自
存
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
本
牲
を
認
め
、
そ

れ
に
か
か
る
先
存
性
を
與
え
る
の
は
、
直
接
的
に
は
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
や
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
、
普
遍
は
個
聡
に
本
暦
的
に
先
立
つ
と
い

う
考
に
よ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
　
＊
　
℃
o
円
物
ず
曵
ユ
凶
囲
郵
σ
q
o
σ
q
o
9
ぎ
〉
鉱
的
ε
8
圏
置
O
無
。
α
q
o
江
舘
O
o
B
ヨ
⇔
蚕
簿
瓜
厳
ダ
0
9
白
露
8
ψ
や
一
評
瞬
・
c
◇
∴
O

　
　
＊
＊
　
○
℃
．
6
幣
’
℃
．
一
い
v
歴
一
悼
一
囲
も
。
・

　
＊
＊
＊
　
H
び
一
儀
匿
憎
囲
c
o

　
＊
＊
葦
撃
　
＾
ハ
O
Q
o
仙
ヨ
。
ヨ
陣
昌
置
。
。
Φ
山
。
び
。
ヨ
仁
切
も
ワ
ニ
℃
○
ユ
嬉
も
昌
創
凶
窪
に
ヨ
。
・
。
も
陰
。
σ
q
o
昌
二
ω
昌
。
路
。
客
窯
。
。
。
っ
露
ヨ
。
彗
。
も
自
¢
び
鴇
ρ
降
諏
簿
ヨ
（
剛
。
ぬ
二
坤
σ
二
。
。
℃
囎
口
。
融
。
隅
紳
鳳
詳
。
。
o
偏
匹
o
o
o

　
　
　
　
℃
o
識
に
切
ぬ
∬
o
盛
葺
き
罠
㍊
し
。
∩
o
鵠
ψ
瓢
ε
書
く
副
a
蠕
切
・
。
弾
び
。
。
窮
嵩
臨
騨
｛
o
弓
ヨ
。
澱
嬬
。
℃
霧
艶
話
ε
き
　
回
欝
ρ
煽
。
。
弓
。
一
σ
q
o
膨
二
。
な
4
ゑ
低
。
ヨ
鶴
甲
、
謝
零
鍵
畠
蒙
ま
郎
熱
。
。

　
　
　
　
ぎ
け
o
H
o
ヨ
唱
虚
し
q
コ
。
昌
℃
o
欺
難
課
∬
ぴ
9
・
o
焦
B
月
回
簿
ぎ
凱
3
ρ
気
鋤
。
ε
鶉
。
。
6
9
嵩
餓
誉
臨
♂
、
僧
。
の
煽
＝
ゴ
訟
煽
簿
。
ε
煽
。
。
凌
贋
憲
p
ヨ
（
一
…
達
甑
鋤
。
ご
。
ヨ
ρ
⊆
o
℃
o
『
ゆ
9
¢
昌
再

　
　
　
　
．
：
．
：
昌
。
昌
9
け
鳥
煽
げ
貯
ヨ
ゆ
に
ぎ
σ
q
o
切
賃
鵬
◎
島
飴
ヨ
唱
。
需
∬
謬
焦
び
二
ω
。
。
℃
o
∩
凶
。
ぴ
に
。
。
甥
霧
も
・
齢
ぎ
℃
触
。
℃
「
霞
℃
自
田
口
日
費
ρ
。
。
當
ヴ
鵜
㌶
雛
臨
μ
u
詩
p
匹
。
ω
℃
o
o
剛
。

　
　
　
　
娼
禽
ヨ
帥
⇒
0
8
脇
⊆
び
し
。
鑓
膨
面
p
叢
誌
鋤
き
低
①
。
・
唱
o
o
凶
。
び
ζ
。
・
象
0
2
ヨ
訟
幹
Q
◎
℃
o
息
窪
。
巴
彦
。
。
μ
も
。
り
．
δ
臥
ぴ
＝
。
・
象
巽
町
．
窪
白
色
〕
コ
。
路
唱
。
。
・
器
ユ
。
ユ
げ
償
・
。
ぎ
蝕
く
誌
艮
。
自
り

　
　
　
　
幽
σ
『
簿
曽
護
件
二
円
・
　
沿
冠
餌
O
o
∬
ヨ
跨
勲
。
・
ぎ
び
。
・
℃
o
鳥
8
ρ
廊
o
ρ
鐸
。
曽
コ
8
ぎ
象
！
、
臨
⊆
，
。
。
¢
げ
。
。
間
髪
昌
茸
鋤
o
o
一
（
げ
髪
貯
く
2
0
鉱
。
・
一
硫
貯
け
ぬ
鼠
ぴ
¢
。
。
勲
o
o
建
⊆
鋤
♂

　
　
　
　
o
匙
。
。
q
o
＝
o
鐸
℃
o
。
。
。
・
∬
跡
誤
謬
¢
嵩
卿
。
酷
く
。
吋
。
聞
臨
¢
硫
拶
o
o
筏
⊆
⇒
酔
ρ
轟
亀
甲
…
冨
善
く
莚
戸
薮
・
（
⇔
0
9
窯
餌
。
。
u
び
ソ
℃
o
噌
℃
ヶ
団
・
O
o
ヨ
き
2
訴
9
臨
。
憎
¢
ヨ
”
轡
窃
’
＜
．
唱
．
慰
①
ご
づ
O
）

　
以
上
を
と
り
ま
と
め
、
ア
ラ
ベ
ー
ル
の
普
遍
論
を
全
膿
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
ア
ラ
ベ
．
ー
ル
を
、
簡
軍
に
、
唯
名
論
者
と
か
点
在
論

者
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
普
遍
は
く
。
×
臨
σ
q
巳
謙
＄
尊
く
帥
で
あ
る
と
い
う
黙
は
唯
名
論
者
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
沼
津
す
る
事
物
の
本
姓
、
及
び
、
そ
れ
に
則
し
て
取
得
さ
れ
る
事
物
の
「
状
態
」
を
實
在
界
に
措
定
す
る
と
こ
ろ
は
賢



ジ

在
論
者
で
あ
る
。
又
、
後
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
阿
亀
。
器
β
ぎ
増
ρ
も
。
。
。
δ
器
ヨ
と
い
う
書
葉
を
堀
い
て
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
に
よ

れ
ば
、
普
遍
は
こ
の
う
ち
の
何
れ
で
あ
る
か
を
問
う
な
ら
ば
、
早
々
の
仕
方
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
で
も
あ
る
と
答
え
ね
ば
な

ら
ぬ
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
譲
要
素
は
全
て
、
彼
の
先
行
者
た
る
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
、
ボ
ェ
テ
ィ
ウ
ス
の
う
ち
に
混
然
と
含
ま

れ
て
い
た
。
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
、
彼
弁
理
の
仕
方
で
整
理
統
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
羅
を
與
え
た
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
彼
の
唯
名
論
に
着
饗
し
て
み
れ
ば
、
彼
こ
そ
が
、
中
世
に
お
い
て
書
葉
の
世
界
に
注
目
し
、
書
薬
を
概
念
及
び

事
物
の
領
域
か
ら
隆
然
と
颪
別
し
て
考
察
し
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
と
遵
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
着
眼
が
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
、
ボ
エ

テ
ィ
ウ
ス
の
整
理
統
合
に
根
本
的
原
理
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
基
本
的
態
度
が
、
學
事
事
部
（
㌶
O
纂
一
睨
四
ω
　
ρ
弓
酔
陣
自
5
P
）
の
う
ち
に

存
績
畿
晒
し
て
受
勲
が
れ
、
十
四
世
紀
に
至
り
目
窪
欝
ぎ
凶
。
。
諾
の
論
理
學
と
し
て
輝
か
し
く
開
花
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
王
将
か
ら
見

れ
ば
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
が
特
に
唯
名
論
者
と
通
わ
れ
る
こ
と
は
、
誠
に
至
當
で
あ
る
と
食
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
に
は
、
彼
の
唯
名
論
を

表
面
に
明
ら
か
に
現
わ
れ
て
い
る
源
泉
と
し
て
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
範
疇
論
註
羅
』
に
跡
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、
爾
、
そ
の
背
後
に
は
、

書
葉
、
概
念
、
事
物
の
三
領
域
の
明
白
な
皇
別
の
上
に
成
立
つ
ス
ト
ア
の
論
理
學
が
存
す
る
こ
と
を
銘
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
唯

名
論
の
成
立
課
程
は
、
爾
、
こ
の
方
面
か
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Aわe豆躍d’sTheory　of　U職ive野sa蔓s

b］　Tetsuo　Yokoyama

　　This　paper　considers　in　the　t’irs£　place　Abelard’s　theory　of　universals

systematically，　and　then　examines　its　various　constituents　from　a　historicai

point　of　view．

　　In　his　commentary　on　Porphyrius’　lsagoge，　Abelard，　rejecting　both

Wllllam　of　Champeaux’s　realism　£hat　things　are　unlversa｝s，　and　Roscelin’s

nominalism　which　maintains　that　universals　are　nothing　more　than　sounds，

reaches　the　conclusion　that　universals　are　signif7ing　werds　（voces　s1gnifica－

tivae）．　Universals　as　signibing　words，　according　to　Abelard，　produce　in

ottr　mind　the　inte！lection　of　universals，　which　is　abstractive　intellection，

and　whose　object　is　the　common　conception　of　lndividual　things．　Abstractive

intellection量s聡ot　vacant，　b就conlbrms　to　stateげ彦hings（status　rei）；f（）r，

when　it　looks　only　at　this　one　among　the　qualities　the　Bature　has，　it　does

not　mean　that　it　considers　anything　that　is　not　in　that　nature，　nelther

does　lt　view　that　one　separately　considered　as　rea11y　separated．　Therefore

state　of　things，　which　Abeiard　says　to　be　that　in　which　all　things　contained

in　a　species　or　genus　agree，　answers　in　reaiity　to　the　object　oi’　this　abst－

ractive　intellection，　L　e．，　to　the　common　conception　of　individua1　sul）stances．

Accordingly，　universal　word，　which　produces　abstractive　intellectioR，　deslg一一

／tates　directly　state　of　things，　and　through　it，　t｝ie　individuai　things　that

agree　in　that　sta彦e．　Considered　by　itsclf，　howcvcr，3副θげ露ノzgs｝has圭ts　own

natural　being　（esse　naturale），　which　is　in　its　naturalis　aPtitecdo　separated

t’rom　sensible　bodies　；　Piate’s　theory　is　in　this　sense　given　justice　to．

　　The　source　o£’　Abelayd’s　neminalism　may　be　tbund　in　Boethius’s　com－

mentary　on　Aristotle’s　Categoriae．　For　Boethius　shows　in　this　commentary

that　categories　are　not　things，　but　words，　while　they　are　supreme　genera

according　to　Porphyrius．　The　realism　of　his　status－theory　may　weil　be

traced　to　Boethius’　answer　to　the　problems　raised　by　？orphyrius；　Boethius

there　thinks　similitude　in　things，　when　abstracted　｛’rom　lndividuals，　makes

the　conceptions　of　genus　and　species．　Abclard’s　state　seems　to　be　the
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deveiopment　of　what　Boethius　called　similitude．　And　Abelard’s　Piatonism，

so　to　say，may　probably　be　£raced　back　to　Porp・hyrius’　lsa．goge，　wkich

often　treats　universals　as　prior　by　nature　to　individuals．

　To　conclude，　we　cannot　treat　him　merely　as　a　nominaiist　or　a　reallst，

nor　can　we　call　his　theo｝’y　of　universals　simply　Aristotelian　or　PlatoRic．

His　merit　rather　consists　in　his　original　synthesis　based　upon　tke　clarifi－

cation　of　those　elements　which　are　so　vaguely　or　confusedly　s£ated　in　the

writings　of　Porphyrius　and　Boethius．
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